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・メンバーズカードが発行され、公式競技参加の資格が与えられます。
・会費の一部が傷害保険の保険料に充当され、セーリングの事故による死亡、後遺障害に適用されます。
・JSAFの会報誌「J-SAILING」が送付されます。（高校・ジュニアを除く）
・各種講習会などに参加でき、資格を取得する際の条件に適用されます。
・「J-SAILING」をはじめ、所属する加盟団体からもセーリングに関する各種行事やレース日程などの情報が提供されます。

加入、更新手続きの詳細は各加盟団体にお問い合せください。
http://www.jsaf .or . jp/dantai/

JSAFのメンバーになれば

海に出よう !

JSAFからのメッセージ

新
学
期
を
迎
え
、
中
学
生
に
、
高
校
生
に
、　

そ
し
て
大
学
生
に
な
っ
た
諸
君
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

ま
た
、
希
望
に
燃
え
て
新
社
会
人
と
な
っ
た
セ
ー
ラ
ー
た
ち
に
も

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
心
ま
ま
な
る
人
間
は
い
つ
で
も
海
が
好
き
で
あ
る
。」　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                       

（
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
 / 
中
原
中
也
訳
）

　
四
周
海
で
囲
ま
れ
た
日
本
の
若
者
た
ち
は
、

昔
か
ら
「
わ
れ
は
海
の
子
」
で
し
た
。

と
く
に
セ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
は
、

勇
気
、
忍
耐
、
冒
険
心
、
創
造
性
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど

人
間
に
と
っ
て
基
本
的
な
資
質
を
養
う
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

セ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ー
ズ
ン
も
開
幕
、
海
に
出
よ
う 

!

　
安
全
を
第
一
に
、
風
や
波
や
潮
を
相
手
に

セ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
の
醍
醐
味
を
楽
し
む
こ
と
を

お
勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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国
体
種
目
が
変
わ
る

　

第
70
回
国
民
体
育
大
会
（
和
歌
山
）
か
ら
変

更
と
な
る
国
体
種
目
は
別
表
の
と
お
り
。

　

少
年
男
子
、
少
年
女
子
の
セ
ー
リ
ン
グ
ス
ピ

リ
ッ
ツ
級
に
替
わ
っ
て
４
２
０
級
、
成
年
男
子

の
国
体
シ
ン
グ
ル
ハ
ン
ダ
ー
級
に
替
わ
っ
て

レ
ー
ザ
ー
級
、
成
年
女
子
、
少
年
男
子
、
少
年

女
子
の
シ
ー
ホ
ッ
パ
ー
級
ス
モ
ー
ル
リ
グ
に
替

わ
っ
て
レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級
に
変
更
と
な
っ

た
。
成
年
男
子
の
４
７
０
級
、
成
年
男
子
、
成

年
女
子
の
国
体
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
級
、
成

年
女
子
の
セ
ー
リ
ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
級
に
は
変

更
が
な
い
。

　

ま
た
、
こ
の
決
定
に
先
立
っ
て
、
２
０
１
５

年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
艇
種
に
こ
れ
ま
で
の

Ｆ
Ｊ
級
に
加
え
て
４
２
０
級
が
採
用
さ
れ
こ
と

が
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
校
生
た
ち
は

国
体
と
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
お
い
て
同
じ
艇
種
で

レ
ー
ス
を
競
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
結
果
、
艇
の
購
入
や
技
術
習
得
な
ど
に

か
か
る
資
金
的
、時
間
的
な
負
担
を
軽
減
で
き
、

ユ
ー
ス
世
代
の
セ
ー
リ
ン
グ
環
境
は
さ
ら
に
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
決
定
は

高
体
連
に
と
っ
て
は
大
き
な
変
革
で
あ
る
。

　
変更後

種目

変更なし

レーザー級

変更なし

変更なし

レーザー級ラジアル級

変更なし

４２０級

レーザー級ラジアル級

４２０級

レーザー級ラジアル

現行

種目

４７０級	

国体シングルハンダー級	

国体ウインドサーフィン級

セーリングスピリッツ級

シーホッパー級スモールリグ

国体ウインドサーフィン級

セーリングスピリッツ級

シーホッパー級スモールリグ

セーリングスピリッツ級

シーホッパー級スモールリグ

種別

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

昨年の420級全日本の1シーン。強風から微風まで様々なコンディ
ションでパフォーマンスを発揮すると言われる420級の強風下の
走り（photo	by	Junichi	Hirai）

420級、
国体種目に決定！

 インターハイにも採用!!
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変
更
に
至
る
経
緯

　

世
界
標
準
の
ク
ラ
ス
で
常
に
セ
ー
リ
ン
グ
す

る
こ
と
、
つ
ま
り
国
際
的
に
普
及
し
て
い
る
ク

ラ
ス
を
使
っ
て
国
内
で
練
習
し
、
そ
れ
で
レ
ー

ス
を
戦
わ
ね
ば
、
世
界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
遅

れ
て
し
ま
う
と
い
う
議
論
は
以
前
か
ら
あ
っ

た
。
世
界
で
戦
う
た
め
に
は
、
セ
ー
リ
ン
グ
先

進
国
で
普
及
す
る
ク
ラ
ス
に
乗
る
の
は
自
然
な

流
れ
だ
ろ
う
。
現
に
４
７
０
級
や
レ
ー
ザ
ー
級

は
国
内
で
も
広
く
普
及
し
、
４
７
０
級
は
そ
れ

な
り
の
成
績
を
国
際
的
に
残
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
４
７
０
級
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す

る
前
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス
世
代
の
国
際
標
準

化
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
実
現
さ
れ
な
い
ま
ま

時
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
２
０
１
０
年
の
千
葉

国
体
会
場
で
「
国
体
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
参
加
指

導
者・選
手
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
。「
国

体
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
イ
ン
カ
レ
に
ど
ん
な
艇

種
を
採
用
し
た
い
か
」「
艇
種
を
変
更
す
る
可

能
性
と
問
題
点
は
何
か
」
な
ど
を
問
う
ア
ン

ケ
ー
ト
だ
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
は
４
２
０
級
、
レ
ー

ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級
の
導
入
を
望
む
声
が
多
く

あ
っ
た
一
方
、
現
状
維
持
を
望
む
意
見
も
見
ら

れ
た
。
そ
の
理
由
は
「
変
更
に
伴
う
資
金
の
問

題
」「
他
の
競
技
会
と
の
種
目
の
違
い
」「
指
導

者
不
足
」「
行
政
の
支
援
が
得
ら
れ
な
い
」
な

ど
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、２
０
１
１
年
２
月
に
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
が「
一

貫
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再
構
築
に
つ
い
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
会
議
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
種
目
、
国
体
種
目
、
イ
ン
カ
レ
種
目

の
変
更
を
推
進
す
べ
し
と
の
意
見
の
一
方
で
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
壁
の
高
さ
が
改
め
て

浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
当
時
の
河
野
博
文
副
会

制
式
艇
種
の
導
入
を
現
実
的
に
ど
の
よ
う
に
進

め
る
べ
き
か
に
関
し
、
各
都
道
府
県
連
の
意
見

や
要
望
を
知
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
探
る
努
力
を
し
た
。

　

そ
れ
と
並
行
し
て
「
４
２
０
級
購
入
資
金
援

助
の
お
願
い
」
の
文
書
を
発
表
し
た
。（
同
97

号
参
照
）

　

高
校
総
体
、
国
体
少
年
種
目
変
更
を
促
す
た

め
に
も
、
４
２
０
級
が
国
内
で
普
及
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
体
連
に
加
盟
す
る
高
校

ヨ
ッ
ト
部
は
１
２
３
校
あ
り
、
各
校
に
４
２
０

級
を
１
艇
ず
つ
無
償
で
提
供
す
る
た
め
の
資
金

は
概
算
で
６
千
万
円
。
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
が
一
部
を
負

担
す
る
も
の
の
、
す
べ
て
を
ま
か
な
う
に
は
資

金
が
足
り
な
い
た
め
、
企
業
や
関
連
団
体
か
ら

の
献
金
を
募
る
一
方
、
ユ
ー
ス
世
代
の
先
輩
に

あ
た
る
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
個
人
メ
ン
バ
ー
に
寄
付
を

お
願
い
す
る
と
い
う
呼
び
か
け
だ
。

　

こ
の
呼
び
か
け
は
奏
功
し
、
昨
年
の
12
月
末

の
段
階
で
２
千
４
百
万
円
の
寄
付
が
集
ま
り
、

こ
れ
ら
の
資
金
に
よ
り
４
２
０
級
が
高
校
ヨ
ッ

ト
部
に
配
布
さ
れ
て
い
る
ま
さ
に
そ
の
と
き
、

今
回
の
国
体
の
艇
種
変
更
が
認
め
ら
れ
た
わ
け

で
あ
る
。
な
お
、
資
金
は
ま
だ
２
千
万
円
ほ
ど

足
り
ず
、
引
き
続
き
の
支
援
を
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
で
は

求
め
て
い
る
。

地
域
セ
ー
リ
ン
グ
の
環
境
整
備
と 

指
導
者
の
育
成
が
今
後
の
テ
ー
マ　

　

 

セ
ー
リ
ン
グ
が
ユ
ー
ス
層
に
普
及
す
る
に

は
、
楽
し
い
ボ
ー
ト
に
集
中
し
て
乗
り
、
セ
ー

リ
ン
グ
の
面
白
さ
に
目
覚
め
る
こ
と
が
必
要
だ

ろ
う
。
ま
た
、
Ｏ
Ｐ
級
に
乗
る
セ
ー
ラ
ー
が
次

の
ボ
ー
ト
に
ス
ム
ー
ス
に
移
行
で
き
れ
ば
、
子

ど
も
た
ち
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
Ｏ
Ｐ
級
を
卒

業
し
て
も
長
く
セ
ー
リ
ン
グ
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

長（
現
会
長
）の「（
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
が
あ
り
、

一
気
に
は
解
決
し
な
い
状
況
に
）
目
か
ら
ウ
ロ

コ
が
落
ち
る
思
い
だ
」
と
の
言
葉
が
象
徴
す
る

よ
う
に
、難
問
が
山
積
す
る
状
況
だ
っ
た
。（
本

誌
88
号
、
89
号
参
照
）

J
S
A
F
が
機
関
決
定

　

し
か
し
、
ユ
ー
ス
世
代
の
国
際
標
準
化
を
進

め
る
に
は
４
２
０
級
、
レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級

の
採
用
が
も
っ
と
も
効
果
的
と
判
断
し
た
Ｊ
Ｓ

Ａ
Ｆ
は
、
西
岡
一
正
副
会
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
「
ユ
ー
ス
制
式
艇
種

制
定
導
入
の
た
め
の
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
阻
害
要
因
を
一
つ
ひ
と
つ
取
り
除
く
作
業

を
始
め
た
（
制
式
艇
種
と
は
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
が
制
度

と
し
て
採
用
す
る
艇
種
）。

　

実
行
委
員
会
は
ま
ず
、
高
体
連
ヨ
ッ
ト
専
門

部
、
国
体
委
員
会
と
協
力
し
て
各
水
域
で
意
見

交
換
会
を
行
い
、
制
式
艇
種
を
決
定
す
る
際
の

問
題
点
を
て
い
ね
い
に
洗
い
出
し
、
そ
れ
を
解

決
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
集
約
し
た
。

　

そ
の
過
程
で
、「
国
体
と
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が

同
一
の
艇
種
を
使
う
こ
と
」「
最
初
の
導
入
時

に
か
か
る
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
が

何
ら
か
の
経
済
的
支
援
を
行
う
こ
と
」「
県
連
、

高
校
ヨ
ッ
ト
部
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス
ク
ラ
ブ

の
協
力
体
制
を
築
く
こ
と
」「
指
導
者
の
育
成

を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
」
な
ど
の
方
針
が
決

ま
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
も
意
見
交
換
会
や
議
論
が
重
ね
ら

れ
、
２
０
１
２
年
１
月
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
「
ユ
ー

ス
世
代
制
式
艇
種
に
４
２
０
級
、
レ
ー
ザ
ー
級

を
採
用
す
る
」
こ
と
を
機
関
決
定
し
た
。（
同 

94
号
参
照
）

セ
ー
リ
ン
グ
界
全
体
で
支
え
る

　

そ
の
後
、
実
行
委
員
会
は
、
ユ
ー
ス
世
代
の

　

今
回
の
４
２
０
級
の
普
及
は
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
行
っ
た
も
の
だ

が
、
さ
ら
に
大
切
な
こ
と
は
、
地
域
で
セ
ー
リ

ン
グ
を
楽
し
め
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
作
り
に
は
都
道

府
県
連
と
高
体
連
、
セ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の

方
々
の
連
携
が
必
要
に
な
る
と
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
考

え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
指
導
者
の
方
々
の
参
加
を
促
す
た

め
に
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
必
要
な
手
助
け
を
用
意
し

た
い
と
考
え
る
。

　

一
つ
の
例
と
し
て
、
ユ
ー
ス
世
代
の
選
手
や

コ
ー
チ
の
育
成
を
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
育

成
強
化
と
も
連
動
さ
せ
よ
う
と
の
ア
イ
デ
ア
も

出
て
い
る
。
五
輪
を
目
指
す
選
手
を
対
象
に
行

わ
れ
る
強
化
合
宿
に
ユ
ー
ス
選
手
や
コ
ー
チ
を

招
聘
す
る
の
だ
。
さ
ら
に
は
、
高
体
連
と
も
協

力
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
成
績
優
秀
者
が
国

際
大
会
に
出
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
作
ろ
う
と
の

考
え
も
あ
る
。
そ
の
試
合
に
顧
問
の
先
生
や

コ
ー
チ
が
帯
同
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
高
校

生
セ
ー
ラ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
い
っ
そ
う

高
ま
る
は
ず
、
と
い
う
も
の
だ
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
種
目
に
シ
ン
グ
ル

ハ
ン
ダ
ー
を
望
む
声
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
高

ま
り
始
め
て
い
る
と
い
う
。
こ
ち
ら
は
４
２
０

級
以
上
に
採
用
に
至
る
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と
聞

く
が
、
も
し
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
高
校
生
た

ち
に
と
っ
て
世
界
へ
の
道
は
さ
ら
に
広
い
も
の

と
な
る
だ
ろ
う
。

　

去
る
３
月
、
横
浜
で
行
わ
れ
た
ボ
ー
ト

シ
ョ
ー
会
場
で
は
、
神
奈
川
県
下
の
高
校
に
配

布
さ
れ
た
ば
か
り
の
４
２
０
級
が
展
示
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
前
で
５
、６
人
の
高
校
生
た
ち
が

シ
ー
ト
の
取
り
回
し
や
乗
り
方
に
関
す
る
話
を

熱
心
に
交
わ
し
、
新
し
い
艇
種
を
前
に
興
味

津
々
の
様
子
だ
っ
た
。

　

今
回
の
４
２
０
級
の
国
体
採
用
決
定
、
そ
し

て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
導
入
が
、
日
本
の
ユ
ー

ス
セ
ー
ラ
ー
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ

の
道
を
歩
む
大
き
な
一
歩
と
な
る
と
予
感
さ
せ

る
シ
ー
ン
だ
っ
た
。

420級の前で、熱心にボートをチェックする高校生セーラーた
ち（3月の国際ボートショー会場で。photo	by	J-SAILING）

2015 年の和歌山国体から、ヨット競技の種目に 420 級、
レーザーラジアル級が採用されることが決まった。

これまで JSAF はジュニア・ユース世代が国際的な
レベルへ成長するための方法を模索してきた。

ISAF ユースワールドに使われる 420 級、
そして五輪種目のレーザーラジアル級の国体採用で、

ユース世代の国際化の流れは一気に加速する。
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悔いの残る戦いを！

ＪＹＭＡ選抜大学対抗マッチレース
3 月 15 日～ 17 日、於：日産マリーナ東海

レポート／今津浩平（JYMA理事／アンパイア）
写真／平井淳一

２回目の開催となる「ＪＹＭＡ（日本ヨットマッ
チレース協会）選抜大学対抗マッチレース」。大
学生のヨットレースといえば、すぐにインカレを
想起する。インカレを目標に練習し、最高のパ
フォーマンスを発揮し、卒業する。しかし、若く
貴重な時間をセーリングに費やしたというのに、
セーラーとしての技量、経験をその後に活かすこ
となく、燃え尽きてしまう選手も少なくない。大
学対抗マッチは「インカレで燃え尽きないで」を
テーマの一つとし、大学卒業後のセーラーの新た
な道筋を描くことを使命として生まれた。

総当たりで2位だった和歌山大学は、決勝戦で関西大学を
下し優勝。写真は立命館大学との対戦で先行する和歌山大学



7 J-SAILING VOL.100

実
行
委
員
長
・
田
代
和
史　

　
３
月
15
日
の
大
会
初
日
。
集
ま
っ
た
学
生
た

ち
の
前
に
大
会
実
行
委
員
長
が
現
れ
た
。
田
代

和
史
氏
（
54
歳
）。
同
志
社
大
学
ヨ
ッ
ト
部
出

身
。
社
会
人
ヨ
ッ
ト
で
の
活
動
を
経
て
、
現
在

で
も
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
の
ク
ル
ー
を
こ
な
す
。
Ｊ

Ｙ
Ｍ
Ａ
の
副
会
長
で
あ
り
、
若
い
頃
は
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
五
輪
を
目
指
す
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の

４
７
０
級
ス
キ
ッ
パ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
実
績

が
あ
る
セ
ー
ラ
ー
の
鏡
の
よ
う
な
人
だ
。

　

そ
の
開
会
の
言
葉
に
味
わ
い
が
あ
っ
た
。

　
「
み
な
さ
ん
は
イ
ン
カ
レ
で
レ
ー
ス
に
臨
む

際
、
コ
ー
チ
や
監
督
か
ら
、
必
ず
、
こ
う
言
わ

れ
た
と
思
い
ま
す
―
―
『
悔
い
の
残
る
レ
ー
ス

は
す
る
な
！
』『
悔
い
が
残
ら
ぬ
よ
う
全
力
を

尽
く
せ
！
』
と
。
し
か
し
、今
日
は
違
い
ま
す
。

私
は
こ
う
言
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
―
―
『
思
い

切
り
悔
い
を
残
し
て
く
だ
さ
い
』。
思
い
切
り

悔
し
い
思
い
を
胸
に
残
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

セ
ー
リ
ン
グ
を
続
け
、楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

そ
の
た
め
の
大
会
な
の
で
す
」

　

悔
い
を
残
す
戦
い
を
最
初
か
ら
目
指
す
選
手

が
い
る
わ
け
は
な
い
。
誰
も
が
全
力
を
尽
く
す

の
が
ス
ポ
ー
ツ
の
原
点
だ
。
し
か
し
、
田
代
氏

の
一
言
こ
そ
が
、
当
大
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
多
く

の
人
の
協
賛
を
得
て
、
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
だ
。

協
賛
、
協
力
体
制

　

本
レ
ー
ス
の
実
現
に
は
多
く
の
方
々
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
数
の
多
さ
た
る
や
通

常
の
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
大
会
と
は
比
較
す
べ
く
も

な
い
。

　

ま
ず
は
、
協
賛
社
と
し
て
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
。
２
年
連
続
で
大
会
に
ご
理
解
を
い

た
だ
い
た
。
関
係
者
と
し
て
心
か
ら
感
謝
し
た

い
。そ
れ
に
続
く
の
は
、国
内
で
活
躍
す
る
キ
ー

ル
ボ
ー
ト
の
艇
名
だ
。
エ
ス
メ
ラ
ル
ダ
、
祖
国

丸
、
月
光
、
シ
エ
ス
タ
、
ガ
ス
ト
…
…　
Ｊ
Ｓ

Ａ
Ｆ
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
強
化
委
員
会
が
主
体
と

1 位　和歌山大学

4 位　立命館大学

2 位　関西大学

5 位　早稲田大学

3 位　関西学院大学

6 位　同志社大学

7 位　九州大学

10 位　慶應義塾大学

8 位　東京大学

11 位　東北大学

9 位　金沢大学

12 位　中部学連選抜チーム

な
っ
て
、大
会
ス
タ
ッ
フ
が
オ
ー
ナ
ー
と
会
い
、

協
賛
を
募
っ
た
も
の
だ
。

　

誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
う
と
、
オ
ー
ナ
ー
た
ち

に
と
っ
て
も
、
学
生
ヨ
ッ
ト
で
鍛
え
ら
れ
た

セ
ー
ラ
ー
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
受
け
入
れ

た
い
と
い
う
思
い
は
非
常
に
強
い
ハ
ズ
だ
。
主

催
の
Ｊ
Ｙ
Ｍ
Ａ
と
徹
底
し
た
協
力
体
制
を
敷
い

た
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
強
化
委
員
会
と
同

じ
願
い
や
希
望
が
、
こ
こ
に
は
あ
る
。
せ
っ
か

く
学
ん
だ
ヨ
ッ
ト
な
の
だ
か
ら
、
イ
ン
カ
レ
で

燃
え
尽
き
ず
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
卒
業
後

も
や
っ
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
。

　

大
学
対
抗
マ
ッ
チ
は
、
し
か
る
べ
き
選
手
た

ち
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
ス
タ
ッ
フ
た
ち
、

協
力
的
な
開
催
場
所
、
協
賛
社
・
者
、
さ
ら
に

は
選
手
た
ち
の
卒
業
後
の
受
け
皿
と
な
る
仕
組

み
の
す
べ
て
を
揃
え
て
、
実
に
贅
沢
な
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

キ
ー
ル
ボ
ー
ト
へ
の 

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　

今
回
集
ま
っ
た
12
校
の
選
手
た
ち
は
学
連
で

鍛
え
ら
れ
た
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の
熟
練
者
だ
が
、

キ
ー
ル
ボ
ー
ト
と
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
に
つ
い
て
は

初
心
者
に
等
し
い
。

　

彼
ら
は
イ
ン
カ
レ
が
終
わ
っ
た
後
、
本
大
会

を
目
指
し
て
練
習
を
開
始
し
た
。
一
部
の
選
手

を
除
き
、
今
年
の
１
月
か
ら
練
習
を
始
め
た
ば

か
り
だ
。
Ｊ
Ｙ
Ｍ
Ａ
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
キ
ー
ル
ボ
ー

ト
強
化
委
員
会
、
有
志
が
、
日
本
各
地
で
主
に

Ｊ
／
24
に
よ
る
練
習
会
を
企
画
し
、
選
手
た
ち

は
都
合
に
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
つ
つ
腕
を
磨
い
て
き
た
。
そ
の
開
催

地
は
関
東
（
相
模
湾
）、
日
産
マ
リ
ー
ナ
東
海
、

志
摩
Ｙ
Ｈ
、
和
歌
山
セ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

小
戸
Ｙ
Ｈ
、
新
西
宮
Ｙ
Ｈ
他
と
様
々
。

　

選
手
の
意
気
込
み
も
凄
ま
じ
い
が
、
そ
れ
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
陣
の
熱
意
に
も

頭
が
下
が
る
。
学
連
Ｏ
Ｂ
を
中
心
と
す
る
一
流

の
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
選
手
た
ち
が
指
導
を
申
し
出

て
、
彼
ら
の
技
術
を
惜
し
み
な
く
伝
え
た
。
少

な
い
機
会
に
加
え
て
、
冬
場
の
悪
コ
ン
デ
ィ
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シ
ョ
ン
も
あ
り
、
納
得
の
ゆ
く
練
習
が
で
き
た

チ
ー
ム
は
そ
う
は
い
な
か
っ
た
と
推
察
す
る
。

だ
が
、
筆
者
も
い
く
つ
か
の
練
習
会
に
参
加
し

た
が
、
彼
ら
の
上
達
度
は
素
晴
ら
し
く
、
運
営

陣
の
熱
意
に
も
支
え
ら
れ
て
、
見
事
な
ま
で
に

短
期
間
で
、「
戦
え
る
」
マ
ッ
チ
レ
ー
サ
ー
に

育
っ
た
。

素
晴
ら
し
い
熱
戦

　
３
月
中
旬
は
、
セ
ー
リ
ン
グ
に
と
っ
て
比
較

的
い
い
季
節
だ
。
厳
し
い
寒
さ
は
去
り
、
強
烈

な
季
節
風
や
突
風
の
危
惧
も
少
な
い
。
む
し
ろ

今
年
は
想
像
以
上
に
好
天
に
恵
ま
れ
、
レ
ー
ス

委
員
長
を
や
や
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
初
日
と
最
終
日
は
無
風
～
微
風
な
が

ら
、
２
日
目
は
絶
好
の
良
風
の
中
で
多
く
の

マ
ッ
チ
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
結
果
、
３
日
間

の
会
期
内
で
予
定
さ
れ
て
い
た
対
戦
が
概
ね
す

べ
て
こ
な
せ
た
の
だ
か
ら
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

も
上
々
だ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

微
風
か
ら
強
風
と
い
う
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
風
域
の
中
、
ま
ず
は
全
12
チ
ー
ム
に
よ
る
ラ

ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
（
総
当
た
り
）
で
勝
敗
が
競
わ

れ
た
。
12
チ
ー
ム
の
総
当
た
り
を
す
べ
て
消
化

す
る
た
め
に
は
66
マ
ッ
チ
。
１
フ
ラ
イ
ト
あ
た

り
３
マ
ッ
チ
が
同
時
に
行
わ
れ
る
の
で
、
22
フ

ラ
イ
ト
が
必
要
に
な
る
。
通
常
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
下
で
１
日
に
消
化
で
き
る
フ
ラ
イ
ト
数

は
８
か
ら
９
だ
か
ら
、
３
日
間
の
会
期
で
も
か

な
り
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
る
。
選
手

た
ち
は
微
風
か
ら
強
風
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
状
況

下
で
練
習
の
成
果
を
試
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
さ
す
が
に
学
連
で
鍛
え
ら

れ
て
き
た
選
手
た
ち
だ
と
感
服
す
る
。
マ
ッ
チ

レ
ー
ス
の
勘
所
が
ま
だ
押
さ
え
切
れ
な
い
戦
術

的
な
稚
拙
さ
は
見
え
隠
れ
す
る
も
の
の
、
セ
ー

リ
ン
グ
に
は
経
験
と
実
績
に
裏
付
け
ら
れ
た
力

強
さ
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ス
タ
ー
ト
で
後

塵
を
拝
し
て
も
、諦
め
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
、

そ
こ
か
ら
し
っ
か
り
逆
転
を
見
据
え
た
レ
ー
ス

と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
彼
ら
が
背
負
う
大
学
名
が
そ
の
背

中
を
押
す
。
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
の
66
マ
ッ
チ
の

す
べ
て
が
見
応
え
の
あ
る
マ
ッ
チ
と
な
っ
た

が
、
と
く
に
最
終
マ
ッ
チ
の
早
慶
対
決
は
、
大

学
対
抗
マ
ッ
チ
の
象
徴
的
シ
ー
ン
だ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。
レ
ー
ス
前
に
艇
上
に
て
両
校
の
応

援
歌
が
交
わ
さ
れ
、
そ
れ
に
続
く
マ
ッ
チ
は
息

を
の
む
ほ
ど
の
熾
烈
な
も
の
と
な
っ
た
。
レ
ー

ス
後
に
石
黒
レ
ー
ス
委
員
が
、「
あ
の
ク
ル
ー

ワ
ー
ク
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
上
位
に
い
け
た
で

し
ょ
う
？
」
と
、
呆
れ
か
え
る
ほ
ど
見
事
な
ク

ル
ー
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
た
の
も
、
短
期
間
で
上

達
で
き
る
若
さ
を
備
え
、
か
つ
学
校
の
名
誉
を

背
負
っ
て
い
る
大
学
生
ゆ
え
に
な
せ
る
技
な
の

だ
と
確
信
す
る
。

優
勝
は
和
歌
山
大
学

　

大
会
３
日
目
。
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
も
残
り
２

フ
ラ
イ
ト
ま
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
三
河
湾
は

い
っ
た
ん
鏡
の
よ
う
な
海
面
と
な
っ
た
。
暖
か

い
快
晴
の
天
気
。艇
上
に
も
半
袖
姿
が
目
立
つ
。

こ
れ
は
万
事
窮
し
た
か
に
見
え
た
が
、
午
後
１

時
を
過
ぎ
た
頃
、
ま
ず
東
か
ら
微
風
が
入
り
込

み
、
そ
の
後
少
し
南
に
振
れ
た
後
、
安
定
し
た

風
が
吹
き
始
め
た
。

　

ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
22
フ
ラ
イ
ト
が
完
遂
さ

れ
、
こ
こ
ま
で
の
成
績
が
掲
示
さ
れ
る
。
第
１

位
は
関
西
大
学
、
第
２
位
は
和
歌
山
大
学
。
こ

の
２
校
で
決
勝
マ
ッ
チ
が
競
わ
れ
る
。
予
定
で

は
３
戦
マ
ッ
チ
２
勝
先
取
方
式
だ
っ
た
が
、
時

間
は
な
く
、
一
発
勝
負
と
な
っ
た
。

　

両
校
と
も
に
緊
張
感
に
包
ま
れ
る
中
、
最
終

マ
ッ
チ
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た
。
逃
げ
る
関

西
大
学
、
そ
れ
を
追
う
和
歌
山
大
学
。
風
下
の

レ
グ
で
シ
ャ
ド
ウ
に
入
れ
た
和
歌
山
が
一
気
に

関
西
に
追
い
つ
き
、
下
マ
ー
ク
で
マ
ー
ク
ル
ー

ム
を
奪
う
。
が
、
わ
ず
か
に
空
い
た
ル
ー
ム
を

見
逃
さ
ず
、
そ
こ
に
関
西
が
入
り
こ
む
。
ま
っ

た
く
目
を
離
せ
な
い
。
最
後
の
上
マ
ー
ク
で
は

今
度
は
関
西
が
和
歌
山
を
ゾ
ー
ン
の
わ
ず
か
外

側
で
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
。
タ
ッ
ク
を
返
し
て
マ
ー

ク
ア
プ
ロ
ー
チ
に
入
る
と
こ
ろ
で
、
和
歌
山
が

内
側
か
ら
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
、
マ
ー
ク

ル
ー
ム
を
奪
お
う
と
す
る
。
関
西
は
す
か
さ
ず

ラ
フ
ア
ッ
プ
。
ア
ン
パ
イ
ア
の
判
定
は
グ
リ
ー

ン
＆
ホ
ワ
イ
ト
（
両
艇
ペ
ナ
ル
テ
ィ
な
し
）。

こ
こ
で
勝
負
あ
っ
た
か
。
こ
の
先
行
の
差
を

キ
ー
プ
し
た
ま
ま
和
歌
山
が
先
に
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
ラ
イ
ン
を
横
切
り
、
２
０
１
３
年
大
学
対

抗
マ
ッ
チ
は
、
和
歌
山
大
学
の
優
勝
に
て
幕
を

閉
じ
た
。

　

ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
の
66
マ
ッ
チ
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
に
続
い
た
熾
烈
な
決
勝
マ
ッ
チ
は
、

大
学
対
抗
マ
ッ
チ
の
歴
史
に
残
る
戦
い
に
な
っ

た
。
ご
く
短
期
間
で
こ
の
レ
ベ
ル
ま
で
技
量
を

高
め
た
優
秀
な
学
生
セ
ー
ラ
ー
た
ち
が
、
卒
業

後
も
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
の
世
界
で
活
躍
し
て
ゆ
く

こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

田中正昭チーフアンパイア
（左）。右は観戦に訪れた河野博
文JSAF会長

成績詳細　http://www.matchrace.gr.jp/race/2013/03unv.html

■優勝の和歌山大学　スキッパー　山崎　晃

５つの頭と10の目をフルに活用する。そして、５人それぞれ
の役割をそれぞれが責任を持って果たす。これが一番の勝因で
す。今年卒業の私と、和大ＯＢでチームシエスタの河淵さん以
外のクルー３名は後輩に乗ってもらいました。なぜなら、ディ
ンギーを引退してからもこんなにも楽しいヨットレースがある
ことを知ってほしかったからです。実際、レース終了後「引退
してからもキールボートに乗って活躍したい！」という声が聞
け、嬉しかったです。今大会では同世代のセーラーと戦うこと
ができて幸せでした。また皆さんと海の上で戦いたいです！

■講評　チーフアンパイア　田中正昭

フライトを重ねるごとに選手たちが上達するのにはいつも驚か
されます。練習の賜物と言えますが、一方では大学ヨット部で
鍛えられた実力が発揮されたということでしょう。インカレ上
位校がひしめく中で、ダークホース（失礼！）和歌山大学が見
事に優勝したことは興味深いですね。マッチレースは、慣れな
い艇を即座に乗りこなす感覚とフィジカルなクルーワーク、戦
術やルールの理解度、不利になっても切り替えて挽回を狙うメ
ンタルなコントロール等々、セーラーとしての総合力が試され
ます。その面で和大は少しだけ他校よりかみ合ったのかもしれ
ません。今回の経験は、皆さんのこれからのセーリングに必ず
や役に立つことでしょう。

■今回は無念の最下位　中部学連選抜チーム　佐藤洋一

「インカレ上位校に食らいつく」「中部の学生をキールボートへ」
この２つの命題を掲げて結成した中部学連選抜チーム。悔しい
結果になってしまいましたが、この半年間の活動を通して実に
様々なセーラーとの出会いがあり、今回のマッチイベントを通
じて一気にヨットの世界が変わりました。世代、大学、水域を
越えてセーラーと繋がることができた今回の経験は、私たちに
とって大きな財産になっていくと思います。

2日目の強風ではマッチレースのタクティクス
に加えて、ハンドリングの難しさが加わったが、
各チームともキールボート初心者とは思えない
ほどレースごとにうまくなっていった
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ほ
ぼ
４
年
を
か
け
た
周
航

　

２
０
０
８
年
12
月
15
日
プ
ー
ケ
ッ
ト
出
港

後
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
風
を
受
け
イ
ン
ド
洋
を
一

路
西
へ
１
千
５
百
マ
イ
ル
、
モ
ル
ジ
ブ
の
首
都

マ
レ
を
目
指
す
。
モ
ル
ジ
ブ
は
珊
瑚
礁
の
島
、

ラ
ン
ド
フ
ォ
ー
ル
は
11
日
後
。
島
が
見
え
て
く

る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ま
ず
マ
レ
の
ビ
ル
が
見

え
て
き
た
の
に
は
驚
い
た
。

　

モ
ル
ジ
ブ
出
港
後
、
イ
ン
ド
南
西
の
古
い

港
、
コ
ー
チ
ン
へ
入
港
。
こ
こ
か
ら
バ
ス
コ
ダ

ガ
マ
ヨ
ッ
ト
ラ
リ
ー
に
参
加
。
25
隻
の
ヨ
ッ
ト

と
一
緒
に
イ
ン
ド
西
岸
を
北
上
、
ゴ
ア
か
ら
ア

ラ
ビ
ア
海
を
横
断
し
て
オ
マ
ー
ン
の
サ
ラ
ー
ラ

へ
。
次
の
イ
エ
メ
ン
の
ア
デ
ン
ま
で
の
海
賊
最

多
発
海
域
を
集
団
で
航
行
し
、
海
賊
リ
ス
ク
を

下
げ
る
こ
と
が
ラ
リ
ー
参
加
の
動
機
で
も
あ
っ

た
。
単
独
で
航
行
中
の
ヨ
ッ
ト
が
海
賊
に
拿
捕

の
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
こ
え
る
中
、
編
隊
を
組
ん
で

全
艇
ア
デ
ン
へ
入
港
。
ラ
リ
ー
仲
間
と
無
事
を

祝
っ
た
。

　

そ
こ
か
ら
ラ
リ
ー
艇
は
自
由
行
動
。
我
々
は

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
グ
ル
ー
プ
と
一
緒
に
紅
海

を
北
上
し
た
。

　

ス
エ
ズ
運
河
を
抜
け
、
ラ
リ
ー
の
ゴ
ー
ル
で

あ
る
ト
ル
コ
南
岸
の
ア
ラ
ン
ヤ
へ
。
す
る
と
別

の
ヨ
ッ
ト
ラ
リ
ー
・
東
地
中
海
ヨ
ッ
ト
ラ
リ
ー

モ
ア
、ト
ン
ガ
を
経
て
フ
ィ
ジ
ー
へ
。11
月
フ
ィ

ジ
ー
の
マ
リ
ー
ナ
に
船
を
陸
揚
げ
し
て
、
一
時

帰
国
。

　

翌
12
年
4
月
フ
ィ
ジ
ー
へ
戻
り
、
船
の
メ
ン

テ
を
し
て
出
港
。
バ
ヌ
ア
ツ
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
を
経
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ダ
ー

ウ
ィ
ン
へ
。
7
月
末
、
ヨ
ッ
ト
ラ
リ
ー
・
セ
ー

ル
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
参
加
。
百
隻
以
上
の
ヨ
ッ

ト
と
一
緒
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
島
々
を
巡
り
、

3
カ
月
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
横
断
し
た
。

　

11
月
初
旬
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
北
側
の
対
岸
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
を
出
港
、
ラ

ン
カ
ウ
イ
島
を
経
て
４
年
前
に
出
港
し
た
タ

イ
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
の
ヨ
ッ
ト
ヘ
ヴ
ン
マ
リ
ー
ナ

へ
12
年
11
月
18
日
帰
港
し
た
。

　

こ
の
間
、
様
々
な
国
、
宗
教
、
言
語
、
民
族

（
人
々
）
に
遭
遇
。
ま
た
、
世
界
遺
産
、
絶
景
、

博
物
館
等
も
見
学
、観
光
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
下
、
訪
れ
た
国
々
の
ヨ
ッ
ト
事
情
に
触
れ
て

み
た
い
。

各
国
の
ヨ
ッ
ト
事
情

　

は
じ
め
に
訪
れ
た
モ
ル
ジ
ブ
は
、
日
本
人
ダ

イ
バ
ー
や
ハ
ネ
ム
ー
ナ
ー
に
人
気
が
あ
る
珊
瑚

礁
の
国
。
観
光
立
国
だ
が
、
ヨ
ッ
ト
の
出
入
国

手
続
き
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
頼
み
で
割
高
。
ヨ
ッ

ト
で
国
内
を
航
海
し
て
周
る
に
も
ク
ル
ー
ジ
ン

の
船
団
が
入
港
し
て
き
た
の
で
、
そ
の
ラ
リ
ー

に
参
加
。
ふ
だ
ん
訪
問
が
難
し
い
シ
リ
ア
、
ヨ

ル
ダ
ン
を
回
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
ラ
リ
ー
と
別

れ
、
ギ
リ
シ
ャ
へ
。
エ
ー
ゲ
海
を
周
航
し
、
09

年
11
月
ア
ラ
ン
ヤ
へ
戻
り
、
マ
リ
ー
ナ
に
船
を

上
架
し
て
日
本
へ
一
時
帰
国
し
た
。

　

翌
10
年
4
月
、
ア
ラ
ン
ヤ
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
、

ク
ロ
ア
チ
ア
、
イ
タ
リ
ア
を
巡
り
、
８
月
フ
ラ

ン
ス
の
マ
ル
セ
イ
ユ
へ
。
し
ば
し
陸
路
で
南
仏

旅
行
を
楽
し
む
。

　

マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
の

地
中
海
沿
岸
の
港
を
巡
り
、
マ
ゼ
ラ
ン
が
こ
の

川
を
下
っ
て
西
回
り
世
界
一
周
に
旅
立
っ
た
と

い
う
ガ
ダ
ル
キ
ビ
ル
川
を
遡
っ
て
セ
ビ
ー
リ
ャ

へ
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
を
経
て
カ
ナ
リ
ア
諸
島
の

ラ
ス
パ
ル
マ
ス
へ
入
港
。

 　
12
月
、
大
西
洋
を
横
断
し
、
カ
リ
ブ
海
の
南

西
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
へ
到
着
。
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
は
安
全
で
は
な
い
と
聞
い
た
の
で
、
カ

リ
ブ
海
の
島
々
を
反
時
計
回
り
で
巡
り
、
11
年

4
月
パ
ナ
マ
運
河
を
通
過
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島

を
目
指
す
も
、
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
で
エ
ク
ア

ド
ル
の
漁
港
へ
一
時
入
港
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
で
は

ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
進
化
論
に
至
っ
た
こ
と
を
彷
彿

と
さ
せ
る
動
物
達
に
遭
遇
で
き
た
。

 　
11
年
７
月
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
か
ら
マ
ル
ケ
サ
ス

諸
島
ま
で
20
日
間
の
最
長
レ
グ
。
タ
ヒ
チ
、
サ

〈ハーモニーⅥ〉（ベネトウ 50）は、
2008 年 12月タイのプーケットから
西回り世界一周に出港、
2012 年11月
プーケット・ヨットヘブンマリーナに帰港した。
メンバーは、
杉原正一、阪口正視と私の同年齢 3 人。
60 歳の定年退職後に出港した。

定年セーラー３人が達成した
〈ハーモニーⅥ〉の世界一周航海

須藤尊史（すどうたかふみ）／横浜市立大学ヨット部OB、卒
業後シェル石油入社。海外を含む任地でヨットを楽しむ。ディ
ンギーの全日本、鳥羽レース、アリランレース、相模湾、東京湾、
諏訪湖（関東10大学）等のレースに参戦。大学の授業の単位
としてヨット教室を創設。大学卒業式で世界一周について基調
講演。神奈川県セーリング連盟理事、一時期ＪＳＡＦ評議委員、
横浜市大ヨット部OB会（乙艫セーリングクラブ）顧問

世界一周航海を楽しんだ<ハーモニーⅥ>の定年セーラー３人
組。左から杉原正一、（１人おいて）阪口正視、須藤尊史（筆者）
の各氏。左から２人目は河野博文JSAF会長

〈ハーモニーⅥ〉の航跡図

レポートと写真／須藤尊史
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グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
の
取
得
料
が
高
く
、
首
都
マ
レ

の
湾
内
に
は
サ
フ
ァ
リ
ボ
ー
ト
（
ダ
イ
バ
ー
が

宿
泊
で
き
る
大
型
ク
ル
ー
ザ
ー
）
は
多
か
っ
た

が
、
外
来
の
ヨ
ッ
ト
は
少
な
か
っ
た
。

　

イ
ン
ド
で
は
地
元
の
ヨ
ッ
ト
を
ほ
と
ん
ど
見

か
け
な
か
っ
た
が
、
バ
ス
コ
ダ
ガ
マ
ラ
リ
ー
の

リ
ー
ダ
ー
（
オ
ラ
ン
ダ
人
）
が
何
と
か
普
及
さ

せ
よ
う
と
、
ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
を
始
め
た
と

言
っ
て
い
た
。

　

オ
マ
ー
ン
、
イ
エ
メ
ン
で
も
地
元
の
ヨ
ッ
ト

は
見
な
か
っ
た
が
、
オ
マ
ー
ン
は
産
油
国
で
豊

か
な
国
。
後
日
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ル
メ
リ
ア
で

開
催
さ
れ
て
い
たEX
T

REM
E SA

ILIN
G 

SERIES

を
観
に
行
っ
た
と
き
に
は
驚
い
た
。

　

EX
T

REM
E

は
極
限
の
と
い
う
意
味
。
そ

の
レ
ー
ス
は
、
レ
ー
ス
用
ワ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
、

40
フ
ィ
ー
ト
４
人
乗
り
カ
タ
マ
ラ
ン
の
レ
ー

ス
。
湾
内
の
あ
ま
り
波
の
立
た
な
い
海
面
で
15

～
20
ｍ
の
風
の
中
、
な
ん
と
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト

が
乗
る
オ
マ
ー
ン
の
ヨ
ッ
ト
が
出
場
し
て
い

た
。
フ
リ
ー
で
物
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
き

た
レ
ー
ス
艇
が
、
大
勢
の
観
客
の
目
の
前
で
、

岸
壁
に
ぶ
つ
か
る
直
前
に
次
々
と
ジ
ャ
イ
ブ
を

す
る
。「
ヨ
ッ
ト
の
見
え
る
化
」
の
権
化
の
よ

う
な
レ
ー
ス
だ
っ
た
。

　

エ
ジ
プ
ト
に
は
、
紅
海
沿
岸
に
大
き
な
素
晴

し
い
マ
リ
ー
ナ
が
い
く
つ
か
あ
り
、
我
々
は
２

カ
所
に
入
港
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
係
留
艇
は

欧
米
艇
。
経
済
成
長
著
し
い
ロ
シ
ア
の
艇
や
観

光
客
も
よ
く
見
か
け
た
。

　

ト
ル
コ
南
岸
に
は
美
し
い
リ
ア
ス
式
海
岸
の

そ
こ
か
し
こ
に
マ
リ
ー
ナ
が
あ
り
、
欧
米
の

ヨ
ッ
ト
が
多
く
、
係
留
料
の
安
さ
と
美
し
い
海

の
魅
力
に
誘
わ
れ
、
ど
こ
の
マ
リ
ー
ナ
に
も
マ

ス
ト
が
林
立
し
て
い
た
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
の
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
の
港
町
シ

ベ
ニ
ク
の
、
高
台
の
古
い
要
塞
か
ら
湾
を
見
下

ろ
す
と
、
湾
内
で
Ｏ
Ｐ
デ
ィ
ン
ギ
ー
の
60
隻
ほ

ど
の
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
て
い
た
。
レ
ー
ス
の
レ

ベ
ル
、
運
営
状
況
を
見
て
も
、
ク
ロ
ア
チ
ア
選

手
権
の
よ
う
だ
っ
た
。
こ
の
中
か
ら
将
来
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
が
出
る
か
も
し
れ
な
い

ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
の
シ
ャ
ガ
ラ
マ
ス
の
業
者

が
充
実
し
て
い
た
。

　

カ
リ
ブ
海
の
ヨ
ッ
ト
で
目
を
見
張
っ
た
の

は
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー

バ
ー
。
百
フ
ィ
ー
ト
を
越
え
る
セ
ー
ル
ボ
ー
ト

が
10
隻
以
上
、
ジ
グ
ザ
グ
状
の
長
い
ポ
ン
ツ
ー

ン
に
係
留
さ
れ
、
見
上
げ
る
よ
う
な
マ
ス
ト
が

林
立
し
て
い
た
。
こ
の
光
景
は
ア
ジ
ア
方
面
で

は
ま
ず
目
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

パ
ナ
マ
運
河
を
越
え
る
ヨ
ッ
ト
は
多
い
。
南

太
平
洋
の
タ
ヒ
チ
、
ト
ン
ガ
、
フ
ィ
ジ
ー
方
面

に
は
、
設
備
の
良
い
マ
リ
ー
ナ
が
あ
り
、
世
界

一
周
や
太
平
洋
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
む
多
く
の

ヨ
ッ
ト
と
交
流
で
き
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
で
は
、
潮

汐
の
た
め
マ
リ
ー
ナ
は
す
べ
て
水
門
を
持
ち
、

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
は
海
面
よ
り
高
い
閉
ざ
さ

れ
た
マ
リ
ー
ナ
に
係
留
さ
れ
て
い
る
。

　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
セ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
は
歴
史
の

あ
る
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
で
、
長
い
ビ
ー
チ
に
面
し

て
多
く
の
レ
ー
ス
用
デ
ィ
ン
ギ
ー
が
陸
置
き
さ

れ
て
い
た
。

　

そ
の
沖
で
、
セ
ー
ル
に
Ａ
と
書
い
た
一
人
乗

り
カ
タ
マ
ラ
ン
を
多
く
見
か
け
た
。
日
本
で
Ａ

ク
ラ
ス
と
言
う
と
Ａ
級
デ
ィ
ン
ギ
ー
の
こ
と
で

あ
る
。
私
の
出
身
で
あ
る
横
浜
市
大
ヨ
ッ
ト
部

の
Ｏ
Ｂ
会
が
昨
年
Ａ
級
全
日
本
で
優
勝
し
た

が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
カ
タ
マ
ラ
ン
の
Ａ

ク
ラ
ス
が
流
行
っ
て
い
る
と
、
後
日
セ
ー
ル
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
知
り
合
っ
た
ヨ
ッ
テ
ィ
ー
か
ら

聞
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

西
欧
以
外
で
は
、
マ
リ
ー
ナ
が
あ
っ
て
も
地

元
の
利
用
者
は
少
な
く
、
ヨ
ッ
ト
は
ま
だ
ま

だ
西
欧
人
の
世
界
の
遊
び
（
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ジ
ャ
ー
）だ
と
感
じ
た
。
遊
び
は
文
化
で
あ
り
、

文
化
は
産
業
を
産
み
出
し
、
経
済
効
果
も
期
待

で
き
る
。
世
界
中
に
マ
ス
ト
で
向
こ
う
が
見
え

な
く
な
る
よ
う
な
マ
リ
ー
ナ
が
で
き
、
ヨ
ッ
ト

文
化
、
産
業
が
発
展
し
、
根
づ
く
こ
と
を
願
っ

て
や
ま
な
い
。

（ http://harm
onynew

.exblog.jp/

）

と
思
わ
せ
る
ほ
ど
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
の
育
成
が
行

き
届
い
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。

　

イ
タ
リ
ア
に
は
、
古
い
マ
リ
ー
ナ
が
多
く
、

時
節
柄
（
７
月
）か
、
ほ
と
ん
ど
の
マ
リ
ー
ナ

は
満
杯
で
、
入
港
を
拒
否
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
入
港
で
き
て
も
係
留
料
は
高
か
っ
た
。
シ

シ
リ
ー
の
パ
レ
ル
モ
音
楽
祭
で
有
名
な
パ
レ
ル

モ
で
、
岸
壁
に
ヨ
ッ
ト
が
数
隻
係
留
で
き
る
よ

う
な
小
さ
な
マ
リ
ー
ナ
を
個
人
経
営
し
て
い
る

男
が
、
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
の
か
つ
て
の
イ
タ

リ
ア
艇
の
ス
キ
ッ
パ
ー
だ
っ
た
な
ん
て
こ
と
が

ざ
ら
に
あ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
、
ヨ
ッ
ト
先
進

国
ぶ
り
を
見
せ
つ
け
て
く
れ
た
。

層
の
厚
さ
を
見
せ
る
ヨ
ッ
ト
文
化

　

マ
ル
セ
イ
ユ
の
オ
ー
ル
ド
ハ
ー
バ
ー
に
10
年

８
月
に
1
カ
月
間
い
た
が
、
ま
さ
に
ヨ
ッ
ト
先

進
国
。
マ
ス
ト
で
ハ
ー
バ
ー
の
向
こ
う
が
見
え

な
く
な
る
ほ
ど
多
く
の
セ
ー
ル
ボ
ー
ト
が
係
留

さ
れ
、
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
か
れ
た
オ
ー
ル
ド
ボ
ー

ト
も
多
く
、
ヨ
ッ
ト
文
化
の
層
の
厚
さ
を
目
の

あ
た
り
に
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
か
ら
ス
ペ
イ
ン
の
地
中
海
沿
岸

は
、
ま
さ
に
ヨ
ッ
ト
天
国
。
数
十
マ
イ
ル
ご
と

に
大
小
の
マ
リ
ー
ナ
が
あ
り
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン

シ
ョ
ン
や
ゴ
ル
フ
場
つ
き
の
マ
リ
ー
ナ
も
あ

る
。
感
心
し
た
の
は
、所
々
の
マ
リ
ー
ナ
で
は
、

地
元
の
漁
船
と
ヨ
ッ
ト
が
マ
リ
ー
ナ
内
で
共
存

し
て
お
り
、
日
本
の
漁
港
の
よ
う
に
、
ヨ
ッ
ト

は
歓
迎
さ
れ
な
い
な
ど
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は

な
さ
そ
う
だ
っ
た
。
漁
船
と
ヨ
ッ
ト
の
共
存
も

見
習
う
と
こ
ろ
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

カ
ナ
リ
ア
諸
島
の
ラ
ス
パ
ル
マ
ス
に
は
、

歴
史
の
あ
る
マ
リ
ー
ナ
（Purto de Las 

Palm
as

）が
あ
る
。
大
西
洋
横
断
ラ
リ
ー（
Ａ

Ｒ
Ｃ
）
の
時
期
（
11
月
下
旬
）
さ
え
外
せ
ば
入

港
で
き
る
し
、
係
留
料
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
長

期
滞
在
も
で
き
そ
う
だ
。
面
倒
見
の
い
い
日
本

人
も
結
構
い
る
。

　

カ
リ
ブ
海
で
は
、
マ
リ
ー
ナ
は
主
な
島
に
は

必
ず
あ
る
が
、国
に
よ
っ
て
雰
囲
気
が
異
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
楽
し
め
る
。
修
理
は
ト
リ

マルセイユのオールドハーバー。すごいマストの数だ

インド・コーチン沖で見たセールボート（漁船）

ラスパルマスの湾内で見たドラゴンに似た1人乗りキールボートのレース

クロアチア・シベクでのOP級のレース スペイン・アルメリアのエクストリームセーリングシリーズ「A」と書かれた1人乗りカタマラン
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日本のエーゲ海を舞台に活動する
岡山のセーラーたち

JSAF水域紹介シリーズ

波穏やかな多島海・瀬戸内を舞台に、アクティブな活動を続ける岡山県のセーラーたち。
日本のエーゲ海とも呼ばれるこの海のセーリング環境は素晴らしい。
ディレクター／徳田清（岡山県セーリング連盟）

　岡山県で初めて組織的にヨット活動が行われたのは、第二次世界大
戦まっただなかの1942年（昭和 17年）、第六高等学校に海洋班がつく
られたときでした。
　戦後の混乱期が収まった1951年（昭和 26年）8月、岡山大学ヨット
部ＯＢが中心になって岡山県ヨット連盟を創設しました。
　その11年後の1962年（昭和 37年）、第 17回国民体育大会のヨット競
技が玉野市渋川海岸で行われ、これを機に大学、高校、実業団のヨッ
ト部の活動が盛んになっていきました。
　2005年（平成 17年）に岡山県で2度目の開催となる第 60回国民体育
大会ヨット競技が岡山県牛窓ヨットハーバーで行われました。2海面
ともに防波堤のすぐ前にフィニッシュラインを設定し、岸壁に座って
観覧できると大変に好評でした。
　牛窓は海洋リゾートでホテル、ペンション、民宿も多く、牛窓ヨット
ハーバーは水域 39,000㎡、陸域 30,000㎡、ディンギー 293隻、クルー
ザー 169隻の保管ができる西日本有数のハーバー。陸からレース観戦
ができる国内では数少ないヨットハーバーで、50人が自炊して宿泊で
きる研修棟もあります。
　国体以降は全日本スナイプ選手権、全日本Ａ級ディンギー選手権、
全日本学生ヨット選手権といった出場艇数の多い競技大会を開催して
います。
　ディンギーは牛窓と渋川、ウインドサーフィンは主に渋川で活動し、
クルーザーの活動拠点は瀬戸内市牛窓、玉野市、倉敷市児島、笠岡市。
高校ヨット部は邑久高校（瀬戸内市）、倉敷鷲羽高校の2校、大学ヨッ
ト部は岡山大学、川崎医科大学、岡山理科大学が活動しています。

牛窓ヨットハーバー
ヨットスクール

岡山県のヨット活動

牛窓ヨットハーバーは隻数の多いレースがしばしば開催される。写真は第17回全日本
A級ディンギー。今年のA級全日本は6月22日～23日に千葉市稲毛ヨットハーバー
で行われる

国体では防波堤のすぐ前にフィニッシュラインがあり、岸壁に座って観覧できると大好
評だった

笠岡市
　白石島

瀬戸内市牛窓町
　牛窓ヨットハーバー
　ＮＰＯ岡山県セーリング連盟
　ＮＰＯセイラビリティ・スナメリ
　ベネッセセーリングチーム
　Ｂ＆Ｇ瀬戸内海洋クラブ
　岡山大学
　川崎医科大学
　岡山理科大学
　邑久高校
　スプリングカップ（ディンギーレース）
　初夢杯（ディンギーレース）
　初夢杯（クルーザーレース）
　ベネッセカップ（クルザーレース）

笠岡市
　笠岡ヨットクラブ
　（こうのしま海の駅） 

渋川海岸     
　倉敷鷲羽高校    
　日比ヨットクラブ    
　玉野市セーリング協会   
　岡山県ボードセーリング協会  
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10月には各地から多くのアクセスディンギーが集る牛窓の海

牛窓ヨットハーバー全景B&G瀬戸内海洋クラブのメンバーたち

2

3

4

　「海のバリアフリー」を合い言葉に、なんら
かの障害をお持ちの方にもヨットを楽しんでも
らいたいという願いで、牛窓に拠点を置くヨッ
ト仲間が集まり、ヨットボランティアの会「ス
ナメリ」を設立したのは 2002 年です。
　活動を始めたときに知ったのが、オーストラ
リアで開発されたアクセスディンギーというバ
リアフリーの小型ヨットでした。仲間の出資に
よってこれを２艇、購入し、身体の不自由な方
をヨットに乗せてあげるという段階から進ん
で、少々不自由はあっても自ら操縦できるよ
うになってもらうという、「海のバリアフリー」
実現をめざしてきました。今では、陸上では車
椅子を使っていても、海の上では初めての方に
セーリングを教えることができる仲間も育って
います。
　７年前からは、毎年 10 月に牛窓でアクセス
ディンギーのレース大会を開催しています。遠
くは江ノ島や伊勢など日本各地から同じくアク
セスディンギーの活動をされている選手やサ
ポーターに参加していただき、瀬戸内の風を受
けた白熱したレースで毎年盛り上がっていま
す。（山本逸平）

　牛窓ヨットハーバーは、瀬戸内海の多島美が
すばらしい景観を形づくったことにより、「日
本のエーゲ海」とも呼ばれている瀬戸内市牛窓
地区にあります。この温暖な気候で前島、黒島
に囲まれた穏やかな海は、初心者の方がヨット
を学ぶのに非常に適しており、またヨットに乗
るだけではなく、島へ上陸し、探検する楽しみ
もあります。
　当ヨットハーバーのスクールとして、「体験
ヨット教室」、「アクセスディンギー体験会」、「少
年少女体験ヨット教室」そして、「年間ヨット
教室」を実施しています。また「クルーザー教
室」も随時行っています。（加原和洋）

　小中学生を中心としたクラブで、日本のエーゲ海と言
われる牛窓の海で OP ヨットなどのマリンスポーツを
行っています。また、多くの人にセーリングなどのマリ
ンスポーツの楽しさを知ってもらうために体験会を行
い、あるいは他の海洋クラブと合同練習を行い、互いに
切磋琢磨して技術の向上を図っています。
　さらに、毎年夏に行われる大会に向け、指導者会、育
成会のサポートを受けながら練習に励んでいます。

（高祖拓磨／瀬戸内市体育協会）

　ベネッセセーリングチームは 1997 年に創設
され、「美しい瀬戸内海の牛窓から世界へ」を
モットーに、社内のみならず、地域への貢献も
目的に活動を行っています。
　国内大会では数々の優勝を収めており、
2005 年に岡山で開催された第 60 回国民体育大
会では、皇后杯獲得にも貢献しました。
　これらの活躍が評価され、岡山県や市などの
スポーツ賞なども多数受賞しています。
　国際大会でも健闘し、オリンピック出場を目
指すなど世界への挑戦を続けており、今後も
2016 年リオデジャネイロオリンピックを目指
して活動します。
　一方、普及活動の一環としてベネッセカップ
ヨットレースというクルーザーの大会を毎年開
催しています。
　この大会は、「瀬戸内の素晴らしい風景の中
でセーリングを楽しんでいただきたい」との思
いで行っています。2013 年は瀬戸内国際芸術
祭に合わせた大会も計画中です。瀬戸内の美し
い島々と現代美術をぜひ見に来て下さい。みな
さまの参加をお待ちしています。

（中村昭仁／ベネッセセーリングチーム）

セーラビリティスナメリ

牛窓ヨットハーバー
ヨットスクール

B&G 瀬戸内海洋クラブ

1ベネッセ
セーリングチーム 

牛窓地名の由来（備前国風土記より）

神功皇后のみ舟、
備前の海上を過ぎたまひし時、大きなる牛あり、
出でてみ舟を覆（くつがえ）さむとしき。
住吉の明神、老翁（おきな）と化（な）りて、
其の角（つの）を以（も）ちて投げ倒したまひき。
故に其の處（ところ）を名づけて
牛轉（うしまろび）と曰（い）ひき。
今、牛窓と云（い）ふはよこ訛（な）まれるなり。

牛窓は古代から汐待、風待
港として、また造船（木造
船）の町として栄えていた。
江戸時代は朝鮮通信使の寄
港地として利用されてお
り、現在も神社の秋祭りに
は朝鮮風の衣装を着た子ど
もによる舞踊「からこ唐子
踊り」が毎年披露され、大
勢の見物人が訪れる。



14J-SAILING VOL.100

ジュニアヨット教室は今年で13年目を迎える

渋川海水浴場を拠点にする倉敷鷲羽高校ヨット部の艇置場

学業優先！　でもヨットも大好きな川崎医科大学ヨット部

牛窓神社を前に勢揃いの邑久高校ヨット部

5

9

6

7

8

　玉野市スポーツ振興財団の依頼により、春か
秋に 3 日間のジュニアヨット教室を開催してい
ます。玉野市役所ヨット部の現役・OB が中心
に指導を行い、今年で 13 年目を迎えます。
　使用艇は主に OP 級で、潮の流れの速い渋川
海水浴場沖合で練習していますが、瀬戸内海独
特の凪の日は 2 人一組でパドルによる漕ぎレー
スを楽しんだりします。
　昔の渋川海岸は県連のヨット艇庫を活動拠点
として、実業団・大学生・高校生が一堂に集い

　川崎医科大学は夏のお盆前に行われる西日本
医科学生総合体育大会で好成績を残すことを目
標に、活動しています。運動部は 4 年生の夏で
部活から引退してしまいますが、OB や先生方
にも積極的に支援していただき、活動していま
す。
　学業を優先しているため、授業のない日曜日
だけに活動していますが、長期休みを利用し、
部員が一丸となってセーリングを楽しんでいま
す。（嶺尾亮和／川崎医科大学ヨット部部長）

　倉敷鷲羽高校ヨット部は、風光明媚な渋川海
水浴場を拠点にして活動しています。
　遠くに瀬戸大橋を眺め、天気のいい日は香川
県高松市も見ることができます。かつては玉野
高校、琴浦高校、児島高校の 3 校が一緒に活動
しており、部員数も 3 校で 50 人以上を誇った
時期もあり、県内で最もヨットの盛んな地域の
一つでした。
　しかし、近年の厳しい環境変化を受け部員数
の減少に歯止めをかけることができず、玉野高
校が廃部となりました。現在は琴浦高校と児島

高校が合併した倉敷鷲羽高校が、高校生として
渋川で唯一活動している状況です。
　部員の減少は著しいですが、かつてのように
人の集まる艇庫にしようと、毎年 9 月には玉野
市長杯、11 月に倉敷市長杯を行い、渋川の活
性化を図っています。
　牛窓ヨットハーバーとも連携し、牛窓と渋川
の 2 つの拠点で岡山県のセーリングが盛り上
がって行くように今後も取り組んでいきたいと
思います。

（小西立碁／ヨット部顧問）

　岡山大学ヨット部は第六高等学校海洋班に始
まる長い伝統のあるヨット部です。
　ヨット部OBによって組織される「飛沫会（し
ぶき会）」は昨年 70 周年を迎え、現役と OB
の世代を超えたつながりを持っています。
　OB の多額の寄付やヨット部への熱い思いと
これからの期待をかけて平成 23 年 3 月に牛窓
ヨットハーバーに近い理学部付属臨界実験所敷
地内に合宿所「しぶき荘」が建設されました。
　現在岡山大学ヨット部の部員は 17 名と少な
い人数ではありますが、470 級とスナイプ級の
両クラスで全日本インカレに出場しています。
　昨年のインカレではもう一つ成績がふるいま
せんでしたが、次のインカレこそはという気持
ちを持って OB の方々や牛窓ヨットハーバー
の支援を受けながら日々の練習に励んでいま
す。（平井久貴／岡山大学ヨット部）

賑やかな風景を見せていましたが、牛窓にヨッ
トハーバーが整備されたのを機にだんだんと活
動する艇が減っていきました。せっかく海に恵
まれた地域に住んでいるのだから、子どもたち
にぜひマリンスポーツのヨットを体験してもら
おうと続けています。
　ヨット教室の最終日には恒例の焼きそばパー
ティで締めくくり、子どもたちの楽しい笑顔を
見ることが我々指導者の楽しみにもなっていま
す。（宮武史郎）

岡山大学ヨット部

玉野市セーリング協会

川崎医科大学ヨット部

邑久高校ヨット部

倉敷鷲羽高校ヨット部

　現在 2 年生 5 人，1 年生 7 人で活動している
邑久高校ヨット部は、国体での優勝やインター
ハイでの入賞を過去に達成しています。
　風光明媚な牛窓ヨットハーバーで、自然の驚
異や感動を体験しながら練習に励み、全国大会
で優勝できるように頑張っています。

（西岡正人／ヨット部顧問）

長い歴史を誇る岡山大学ヨット部の面々
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昨年の第37回舵杯の様子

オーシャンメールセーリングクラブのメンバーによる浜掃除

月例の艇長会議の集合写真

玉野市長杯ボードセーリング大会の1シーン

1011

12
13

えていた玉野市長杯ヨットレースをビエンナー
レで復活させました。
　今年は 3 月から宇野港に温泉もオープンし、
さらに瀬戸内国際芸術祭も宇野港や近くの直島
などで開催されるので、この海域に来られると
きは C 級グルメ、バース情報など提供できま
すので、お気軽にお声かけください。
　興味のある方はホームページ（http://
www.kct.ne.jp/~eiogawa/）を見てください。
老若男女問わずいつでもクラブ員募集中！

（小川栄一／日比ヨットクラブ　090-3376-
1459）　

　日比ヨットクラブは「日本」と「フィリピン」
合同のヨットクラブではありません。
　岡山県南の中央部、そう、44km の海岸線を
有する玉野市の、かのシーボルトも立ち寄った
宇野港日比地区の渋川海岸沖で、誰でも参加で
きる気楽でアバウトな月例のクルーザーレース

（毎月第 3 日曜 10 時に日比港スタート、参加
無料、当日飛込参加大歓迎。フィニッシュ時刻
は自己申告）やクルージング、パーティなど行っ
ているクラブです。
　今どき入会金・会費もなしです！　最近では
玉野市役所ヨットクラブと協力して十数年途絶

　ウインドサーフィンは，玉野市にある渋川海
水浴場を拠点として活動しています。
　ここは瀬戸内海国立公園に属し、日本の渚
100 選にも選定されており、瀬戸大橋を眺望し
ながらセーリングが楽しめる絶景ポイントとし
て人気があります。
　毎年 9 月に開催している玉野市長杯ボード
セーリング大会は今年で 33 回目を迎え、関西、
中四国の選手を中心に、遠くは関東、東海から
も参加があり、毎年 50 人ほどの選手でレース
を楽しんでいます。
　瀬戸内海といえば穏やかなイメージを想像す
る人が多いと思いますが、冬の西風と春先から
吹く南東の風はパワーがあり、軽風から強風ま
でオールマイティな選手が育っています。また，
潮流も速く、難しいうねりの中でのトレーニン
グには定評があります。
　ジュニア、若手選手の育成が課題ですが、こ
れからもこの恵まれた環境を武器に地道な活動
を継続していきたいと思います。（辻田尚史）

　瀬戸内海の東西から潮の交わる場所として知
られる笠岡白石島。笠岡ヨットクラブはここで
毎年クルーザーを対象としたヨットレースを開
催しています。26年前、７月の島のイベント「海
開き」に合わせて、市長杯ヨットレースを開催
したのが始まりで、現在に至っています。
　中四国の近県各地よりヨット愛好家が多く集
まり、参加艇で海水浴場沖がいっぱいとなり、
夕陽の中 マストの林立は見事な景色でした。
　最近は島の東側に漁港が整備され、大型ヨッ
トも舫うこともでき、1 年を通じて島を訪れる
ヨットの数が増えてきています。最近はヨット
仲間では知らない人はいないレースシーズン幕
開けの「舵杯ヨットレース」のクルーザーの部
もこの白石島で開催しています。
　「とき」がゆっくり流れ、人情味あふれる白
石島に一度、訪れてみて下さい。

（藤原哲雄／笠岡ヨットクラブ）

　瀬戸内海中央に位置する岡山県西部の白石島
では、シーズンになるとヨットやシーカヤック
の乗船体験をしようと就学旅行生や観光客が島
にやってきます。私（原田）と仲間が指導者と
なって微力ながら海洋スポーツの普及に取り組
んでおり、ヨットレース、修学旅行生対象のス
クール、そして小さい子どもの研修などの海を
使った活動を行っています。
　島には欧米人も住んでおり、外国の旅行者も
多く来ます。「オーシャンメールセーリングク
ラブ」も活動しており、ビーチクリーニング、
クラブレース、イベント協力とさまざまな行事
を行っています。

（原田茂／あいらん堂）　

日比ヨットクラブ
ウインドサーフィンの活動

笠岡ヨットクラブ

白石島の活動
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J-SAILINGが
100号を迎えました。
1999 年 4 月に旧日本ヨット協会と旧日本外洋帆走協会が統合
して、現在の日本セーリング連盟（JSAF）が誕生しました。
これを機に JSAF の機関誌として J-SAILING が誕生し、本
号で 100 号となりました。ささやかな記念として、過去 99 号
分の表紙を一覧にしました。101 号以降もよろしくお願いい
たします。（柳澤康信／ JSAF 広報委員会委員長）
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規
則
28　

コ
ー
ス
の
帆
走

28
・
１  

艇
は
、
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

マ
ー
ク
を
正
し
い
順
序
で
定
め
ら
れ
た
側
で
通

過
し
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ス
タ
ー
ト
後
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
ま
で
の

そ
の
艇
の
航
跡
を
示
す
糸
を
ぴ
ん
と
張
っ
た
場

合
（
中
略
）

⒜
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ー
ク
を
定
め
ら
れ
た
側
で
通

過
。
⒝
⒞
省
略

　

艇
は
、
こ
の
規
則
に
従
う
た
め
に
誤
り
を
正

す
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
後
は
、
艇

は
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ン
を
完
全
に
横
切
る

必
要
は
な
い
。

28
・
２  

艇
は
、
そ
の
艇
が
い
る
レ
グ
の
起
点
、

境
界
、
末
端
で
な
い
マ
ー
ク
を
ど
ち
ら
の
側
で

通
過
し
て
も
よ
い
。
た
だ
し
、
艇
は
、
ス
タ
ー

ト
す
る
た
め
に
プ
レ
ス
タ
ー
ト
・
サ
イ
ド
か
ら

ス
タ
ー
ト
・
ラ
イ
ン
に
近
づ
い
て
い
る
場
合
、

ス
タ
ー
ト
・
マ
ー
ク
を
定
め
ら
れ
た
側
で
通
過

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

28
・
１　

艇
は
ス
タ
ー
ト
し
、
帆
走
指
示
書
で

定
め
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
帆
走
し
、
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
間
、
そ
の

艇
が
い
る
レ
グ
の
起
点
、
境
界
、
末
端
で
な
い

マ
ー
ク
を
ど
ち
ら
の
側
で
通
過
し
て
も
よ
い
。

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
後
は
、
艇
は
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
・

ラ
イ
ン
を
完
全
に
横
切
る
必
要
は
な
い
。

28
・
２　

プ
レ
ス
タ
ー
ト
・
サ
イ
ド
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
・
ラ
イ
ン
に
近

づ
き
始
め
た
時
か
ら
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
ま

規
則
63
・
６　

証
言
の
取
得
と
事
実
認
定

「
プ
ロ
テ
ス
ト
委
員
会
は
、
審
問
の
当
事
者
と

証
人
の
証
言
、
お
よ
び
必
要
と
思
わ
れ
る
そ
の

他
の
証
言
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ン
シ

デ
ン
ト
を
目
撃
し
た
プ
ロ
テ
ス
ト
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
は
、
証
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
審
問

の
当
事
者
は
、
証
言
を
す
る
す
べ
て
の
者
に
質

問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
以
下
略
）」

「
プ
ロ
テ
ス
ト
委
員
会
は
、
審
問
に
出
席
し
た

当
事
者
と
証
人
の
証
言
、
お
よ
び
必
要
と
思
わ

れ
る
そ
の
他
の
証
言
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
イ
ン
シ
デ
ン
ト
を
目
撃
し
た
プ
ロ
テ
ス
ト

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
当
事
者
が
出
席
し
て

い
る
間
に
、
目
撃
し
た
と
い
う
事
実
を
述
べ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
証
言
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

審
問
に
出
席
し
た
当
事
者
は
、
証
言
を
す
る
す

べ
て
の
者
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
以

下
略
）」

ポ
イ
ン
ト

「
出
席
し
た
当
事
者
」：
規
則
63
・
３
⒝
に
よ
っ

て
当
事
者
が
出
席
し
な
く
て
も
審
問
を
す
る
こ

と
は
で
き
る
の
で
、
こ
こ
で
は
出
席
し
た
当
事

者
の
証
言
で
あ
る
。

「
当
事
者
出
席
の
間
に
目
撃
し
た
と
い
う
事
実

を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」：
イ
ン
シ
デ
ン

ト
を
目
撃
し
た
プ
ロ
テ
ス
ト
委
員
会
メ
ン
バ
ー

は
、
パ
ネ
ル
に
入
っ
て
い
て
よ
い
し
、
判
決
に

加
わ
っ
て
も
よ
い
（
規
則
63
・
３
⒜
）。

　

た
だ
し
そ
の
場
合
、
目
撃
し
た
と
い
う
事
実

を
当
事
者
の
前
で
表
明
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。
そ
の
ジ
ャ
ッ
ジ
は
証
言
す
る
こ
と
が

で
き
、
当
事
者
か
ら
質
問
が
あ
れ
ば
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

当
事
者
が
い
な
い
と
き
に
ジ
ャ
ッ
ジ
だ
け
で

「
実
は
こ
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
を
目
撃
し
た
け
れ

ど
、
こ
う
こ
う
だ
っ
た
」
と
話
す
こ
と
は
公
正

さ
を
欠
く
行
為
と
見
な
さ
れ
る
。
付
則
Ｍ
２
・

２
、
Ｍ
３
・
２
も
参
照
。

え
ば
２
ラ
ッ
プ
目
の
風
上
マ
ー
ク
を
定
め
ら
れ

た
側
で
通
ら
ず
に
風
下
マ
ー
ク
へ
行
っ
た
と
し

て
、
風
下
マ
ー
ク
か
ら
３
ラ
ッ
プ
目
の
風
上
レ

グ
を
帆
走
し
て
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ン
を
横

切
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
艇
は
Ｓ
Ｉ
で
規
定
さ

れ
た
コ
ー
ス
の
す
べ
て
の
レ
グ
を
帆
走
し
た
後

に
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ン
を
横
切
っ
た
こ
と

に
な
り
、も
は
や
「
コ
ー
ス
の
帆
走
を
続
け
る
」

こ
と
は
で
き
ず
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
た
こ
と
に

な
る
。
よ
っ
て
前
の
マ
ー
ク
で
の
誤
り
を
正

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
Ｑ
＆
Ａ
E
0
0
7
や

E
0
0
8
、
お
よ
び
C
a
s
e
1
1
2
で
は

「
す
べ
て
の
レ
グ
を
帆
走
す
る
」（
ま
た
は「
コ
ー

ス
の
全
長
を
帆
走
す
る
」）と
い
う
場
合
の
コ
ー

ス
と
は
Ｓ
Ｉ
で
規
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
、
す
な
わ

ち
レ
ー
ス
委
員
会
が
意
図
し
た
コ
ー
ス
の
こ
と

で
あ
り
、
途
中
の
マ
ー
ク
を
定
め
ら
れ
た
側
で

回
航
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
ス
キ
ッ
プ
し
た
り

し
て
い
た
と
し
て
も
、
最
終
レ
グ
の
コ
ー
ス
・

サ
イ
ド
か
ら
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ン
を
横

切
っ
た
場
合
に
、
艇
は
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
た
こ

と
に
な
る
、
と
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。

規
則
42
・
３
⒠ 

推
進
方
法　

例
外
＝
新
設

　

バ
テ
ン
が
裏
返
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
艇
の

乗
員
は
バ
テ
ン
が
正
し
く
返
る
ま
で
、
セ
ー
ル

を
パ
ン
プ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
行
動
は
、

艇
を
明
ら
か
に
推
進
す
る
場
合
に
は
、
許
さ
れ

な
い
。

ポ
イ
ン
ト

　

艇
が
パ
ン
プ
す
る
の
を
見
た
と
き
、
そ
れ
が

バ
テ
ン
を
返
す
た
め
か
ど
う
か
、
そ
し
て
艇
を

推
進
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
こ

と
。
バ
テ
ン
返
し
で
、
艇
を
推
進
し
て
い
な
い

場
合
に
は
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
課
し
て
は
な
ら

な
い
。

規
則
62
・
１　

救
済

　

救
済
要
求
ま
た
は
救
済
を
考
慮
す
る
と
の
プ

ロ
テ
ス
ト
委
員
会
の
決
定
は
、
レ
ー
ス
ま
た
は

で
の
艇
の
航
跡
を
示
す
糸
を
ぴ
ん
と
張
っ
た
場

合
（
中
略
）

⒜
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ー
ク
を
定
め
ら
れ
た
側
お
よ

び
正
し
い
順
序
で
通
過
。
⒝
⒞
省
略

　

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
て
い
な
い
場
合
に
限
り
、

こ
の
規
則
に
従
う
た
め
に
誤
り
を
正
す
こ
と
が

で
き
る
。

ポ
イ
ン
ト

　

条
文
が
時
系
列
的
に
な
り
読
み
や
す
く
な
っ

た
が
、
重
要
な
点
は
、「
こ
の
規
則
の
誤
り
を

正
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
て

い
な
い
場
合
に
限
る
」
と
規
則
に
明
記
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。従
来
は
こ
の
点
が
曖
昧
で
あ
り
、

C
a
s
e
1
1
2
に
よ
っ
て「
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

す
る
ま
で
は
規
則
28
・
１
違
反
で
は
な
い
」
と

い
う
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の

規
定
「
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
て
い
な
い
場
合
に
限

る
」
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
規
則
28
・
２
に
示

さ
れ
る
⒜
⒝
⒞
に
関
し
て
で
あ
り
、
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
・
ラ
イ
ン
で
行
っ
た
誤
り
は
、
定
義
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
、
一
度
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
し
た
後
で
も
正
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

後
段
の
「
こ
の
規
則
の
誤
り
を
正
す
こ
と
が

で
き
る
の
は
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
て
い
な
い
場
合

に
限
る
」と
い
う
規
定
に
つ
い
て
は
、定
義
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ「
⒞
コ
ー
ス
の
帆
走
を
続
け
る
場
合
」

と
の
関
連
で
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
疑

問
を
抱
く
方
も
い
る
と
思
う
。
定
義
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
の
項
で
述
べ
た
例
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｉ
で
規

定
さ
れ
た
コ
ー
ス
の
途
中
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
・

ラ
イ
ン
を
横
切
っ
た
場
合
に
は
、「
コ
ー
ス
の

帆
走
」を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、ま
だ
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
例
で
い

シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
艇
の
得
点
が
、
そ
の
艇
の

過
失
で
は
な
く
、
次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
に
よ

り
明
ら
か
に
悪
く
な
っ
た
と
い
う
主
張
ま
た
は

可
能
性
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

救
済
要
求
ま
た
は
救
済
を
考
慮
す
る
と
の
プ

ロ
テ
ス
ト
委
員
会
の
決
定
は
、
レ
ー
ス
ま
た
は

シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
艇
の
得
点
が
、
そ
の
艇
の

過
失
で
は
な
く
、
次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
に
よ

り
明
ら
か
に
悪
く
な
っ
た
か
、
ま
た
は
悪
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
主
張
ま
た
は
可
能
性

に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⒜
大
会
の
レ
ー
ス
委
員
会
、
プ
ロ
テ
ス
ト
委
員

会
、
主
催
団
体
、
装
備
計
測
委
員
会
ま
た
は
計

測
委
員
会
の
不
適
切
な
処
置
ま
た
は
不
手
際
。

後
略

ポ
イ
ン
ト

「
悪
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
」：
大
会
前
、
ま
た

は
大
会
中
に
Ｎ
Ｏ
Ｒ
、
Ｓ
Ｉ
が
変
更
さ
れ
、
そ

れ
が
あ
る
艇
に
と
っ
て
明
ら
か
に
得
点
を
悪
く

す
る
も
の
で
あ
る
場
合
の
よ
う
な
こ
と
を
想

定
。
⒜
で
は
、
大
会
の
「
装
備
計
測
委
員
会
ま

た
は
計
測
委
員
会
」
が
追
加
さ
れ
、
救
済
要
求

の
対
象
と
さ
れ
た
。

規
則
62
・
２　
救
済
要
求
の
要
件
と
締
切
時
刻

（
前
略
）
そ
れ
以
外
の
救
済
要
求
は
、
要
求
す

る
根
拠
を
知
っ
た
後
、
常
識
的
に
で
き
る
だ
け

早
く
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
プ
ロ
テ
ス

ト
委
員
会
は
、
も
っ
と
も
な
理
由
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
時
刻
を
延
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
赤
色
旗
は
必
要
と
し
な
い
。

ポ
イ
ン
ト

　

レ
ー
ス
・
エ
リ
ア
で
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に
基

づ
く
も
の
以
外
の
救
済
要
求
に
つ
い
て
、
締
切

時
刻
の
変
更
に
注
意
。
救
済
要
求
の
根
拠
を

知
っ
て
か
ら
提
出
す
る
ま
で
の
競
技
者
の
行
動

に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
い
、「
常
識
的
に
で

き
る
だ
け
早
く
」
提
出
し
た
か
ど
う
か
判
断
す

る
。

田
中
正
昭（
ル
ー
ル
委
員
会
R
R
S
2
0
1
3
発
行
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
）

前
号
に
つ
づ
き
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
規
則
（
以
下
R
R
S
）の

改
訂
の
要
点
を
解
説
し
ま
す
。



20J-SAILING VOL.100

69
・
２
⒞ 

プ
ロ
テ
ス
ト
委
員
会
に

よ
る
処
置

「
申
し
立
て
た
不
正
行
為
の
重
大
性
に
留
意
し

た
上
で
、
競
技
者
が
規
則
69
・
１
⒜
に
違
反
し

た
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
と
十
分
に
納
得
し
た
場

合
に
は
、
プ
ロ
テ
ス
ト
委
員
会
は
次
の
い
ず
れ

か
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
こ

の
規
則
に
お
け
る
立
証
基
準
が
国
の
法
律
と
矛

盾
す
る
場
合
に
は
、
各
国
連
盟
は
、
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ

の
承
認
を
得
た
上
で
、
各
国
連
盟
規
程
に
て
こ

の
規
則
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

ポ
イ
ン
ト

「
こ
の
規
則
に
お
け
る
立
証
基
準(standard	

of	proof)
」
と
は
、
違
反
が
立
証
さ
れ
た
と

の
「
十
分
な
納
得
（to	the	com

fortable	
satisfaction

）」
を
指
し
て
い
る
。

　

C
om
fortable	S

atisfaction

は
、
欧
米

の
法
律
論
に
お
け
る
立
証
基
準
（S

tandard	
of	proof

）の
ひ
と
つ
で
、別
の
立
証
基
準
と
し

て
は
、B

eyond	a	R
easonable	D

oubt

とB
alance	of	P

robability

が
あ
る
。

　

B
eyond	a	R

easonable	D
oubt

と
は
、

こ
の
３
つ
の
中
で
は
最
も
厳
格
な
基
準
で
、「
ひ

と
つ
の
合
理
的
な
疑
い
も
な
い
ほ
ど
の
立
証
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
刑
法
犯
罪
の
裁

判
は
こ
の
基
準
で
あ
ろ
う
。
あ
る
人
が
あ
る
罪

を
犯
し
た
と
い
う
こ
と
に
少
し
で
も
合
理
的
な

疑
い
が
残
る
場
合
に
は
、
犯
罪
は
立
証
さ
れ
た

と
は
い
え
な
い
、
と
い
う
も
の
だ
。

　

B
alance	of	P

robability

は
「
可
能
性

の
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
が

い
つ
も
行
っ
て
い
る
抗
議
の
審
問
は
、
こ
の
立

証
基
準
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
艇
Ａ
と
艇
Ｂ
の
言
い
分
が
食
い

違
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
審
問
で
は

あ
ら
ゆ
る
可
能
な
証
言
を
聞
い
た
う
え
で
、
艇

Ａ
が
言
っ
て
い
る
こ
と
が
起
き
た
可
能
性
と
、

艇
Ｂ
が
言
っ
て
い
る
こ
と
が
起
き
た
可
能
性
と

で
は
、
ど
ち
ら
の
方
が
高
い
か
を
判
断
す
る
。

ど
ち
ら
か
の
艇
に
違
反
が
あ
っ
た
こ
と
を
立
証

規
則
66　

審
問
の
再
開
、
付
則
Ｍ
４
・
２　

新
し
い
証
拠

規
則
66
「
プ
ロ
テ
ス
ト
委
員
会
が
、
自
ら
明
ら

か
な
誤
り
を
犯
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
判
断
し

た
場
合
、
ま
た
は
妥
当
な
時
間
内
に
重
要
な
新

し
い
証
拠
が
得
ら
れ
た
場
合
、
審
問
を
再
開
す

る
こ
と
が
で
き
る
。（
以
下
略
）」

Ｍ
４・２「
次
の
場
合
、「
新
し
い
証
拠
」で
あ
る
。

● 

最
初
の
審
問
ま
で
に
、
審
問
の
再
開
を
要

求
し
て
い
る
当
事
者
が
、
そ
の
証
拠
を
発
見
す

る
こ
と
が
常
識
的
に
不
可
能
だ
っ
た
場
合
。

● 

最
初
の
審
問
ま
で
に
、
審
問
の
再
開
を
要

求
し
て
い
る
当
事
者
が
、
そ
の
証
拠
を
真
剣
に

探
し
た
が
、
探
す
こ
と
に
失
敗
し
た
と
、
プ
ロ

テ
ス
ト
委
員
会
が
納
得
し
た
場
合
。

● 

最
初
の
審
問
の
時
点
で
、
当
事
者
が
そ
の

証
拠
を
入
手
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
と
、

い
か
な
る
情
報
源
か
ら
で
も
、
プ
ロ
テ
ス
ト
委

員
会
が
知
っ
た
場
合
。」

ポ
イ
ン
ト

　

規
則
66
に
い
う
「
新
し
い
証
拠
」
の
解
釈
が

明
確
化
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
審
問
で
負
け
た
後

に
な
っ
て
証
言
艇
を
連
れ
て
く
る
場
合
が
あ
る

が
、
探
そ
う
と
思
え
ば
探
せ
た
は
ず
の
証
言
艇

な
ど
は
、「
新
し
い
証
拠
」
に
は
な
ら
な
い
。

規
則
69　

重
大
な
不
正
行
為
の
申
し
立
て

69
・
１
⒜
重
大
な
不
正
行
為
を
犯
さ
な
い
義
務

「
競
技
者
は
、
規
則
ま
た
は
グ
ッ
ド
・
マ
ナ
ー

も
し
く
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
の
重
大
な
違

反
や
、
セ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
名
誉
を
傷

つ
け
る
こ
と
を
含
む
重
大
な
不
正
行
為
を
し
て

は
な
ら
な
い
。
規
則
69
で
は
、「
競
技
者
」
は
、

艇
の
乗
員
ま
た
は
オ
ー
ナ
ー
を
指
す
。」

ポ
イ
ン
ト

「
競
技
者
」
に
は
艇
の
オ
ー
ナ
ー
が
含
ま
れ
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

す
る
た
め
に
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
で
の
判
断
を
用

い
て
い
る
。

　

C
om
fortable	S

atisfaction

は
、
上
記

２
つ
の
間
に
位
置
す
る
も
の
で
、『
世
界
ア
ン

チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
機
構
』
や
『
ス
ポ
ー
ツ
仲
裁

裁
判
所
』
で
も
、
こ
の
基
準
で
裁
定
す
る
こ
と

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

規
則
69
・
２
⒞
が
求
め
て
い
る
の
は
、
通
常
の

抗
議
の
審
問
よ
り
厳
し
い
立
証
基
準
で
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ

は「
プ
ロ
テ
ス
ト
委
員
会
メ
ン
バ
ー
全
員
が『
十

分
な
納
得
』
を
得
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
「
申
し
立
て
た
違
反
の
重
大
性
に

留
意
し
た
う
え
で
」
と
い
う
文
言
が
意
味
し
て

い
る
の
は
、「
申
し
立
て
の
重
大
性
が
重
い
ほ

ど
、
立
証
基
準
も
厳
し
く
し
て
判
断
せ
よ
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
年
発
刊
予
定
の
、
新
し
い
「
ケ
ー

ス
・
ブ
ッ
ク
」
に
は
、「C

om
fortable	

S
atisfaction

」
の
解
釈
が
載
る
は
ず
な
の
で

（C
ase122

）、
そ
ち
ら
も
参
照
さ
れ
た
い
。

〈
レ
ー
ス
委
員
会
が
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
〉

定
義
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と

規
則
28
コ
ー
ス
の
帆
走

　

両
規
則
と
も
改
訂
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
R
R
S
2
0
0
9
で

は
曖
昧
だ
っ
た
た
め
、
ケ
ー
ス
・
ブ
ッ
ク
や
Ｑ

＆
Ａ
で
解
釈
の
補
完
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
な

部
分
が
、
今
回
は
規
則
に
記
載
さ
れ
明
確
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。従
っ
て「
ジ
ャ
ッ

ジ
編
」
で
解
説
し
た
よ
う
に
、
あ
る
艇
が
い
つ

ど
の
よ
う
な
場
合
に
「
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
」
と

な
る
か
、「
コ
ー
ス
の
帆
走
」
の
要
件
は
何
か
、

誤
り
を
正
せ
る
の
は
い
つ
ま
で
か
、
等
々
に
関

す
る
解
釈
自
体
に
変
更
は
な
い
。

規
則
25
・
３　

信
号
、
規
則
33
⒜
⑵
コ
ー

ス
の
次
の
レ
グ
の
変
更

規
則
25
・
３　
「
レ
ー
ス
委
員
会
は
、
旗
ま
た

は
同
様
の
外
観
の
他
の
物
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
視
覚
信
号
を
掲
揚
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

規
則
33
⒜
⑵ 

R
R
S
2
0
0
9
「
緑
色
の
三

角
形（
赤
色
の
長
方
形
）の
旗
ま
た
は
ボ
ー
ド
」 

→ 

R
R
S
2
0
1
3
「
緑
色
の
三
角
形
（
赤

色
の
長
方
形
） 

」

ポ
イ
ン
ト

従
来
か
ら
「
Ｃ
旗
」
の
代
わ
り
に
ボ
ー
ド
を
使

う
例
が
あ
っ
た
が
、規
則
25
・３
に
よ
っ
て
レ
ー

ス
委
員
会
が
発
す
る
視
覚
信
号
は
「
旗
ま
た
は

同
様
の
外
観
の
も
の
」
で
よ
い
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
規
則
に
連
動
し
て
規
則
33
も
変
更
さ

れ
た
。

規
則
41　

外
部
の
援
助

規
則
41
「
艇
は
、
以
下
を
除
き
、
外
部
か
ら
の

援
助
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。

⒜
病
気
ま
た
は
負
傷
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
危

険
な
状
態
に
あ
る
乗
員
に
対
す
る
援
助
。（
中

略
）

　

た
だ
し
、
規
則
41
⒜
に
基
づ
い
て
受
け
た
援

助
に
よ
り
、
そ
の
レ
ー
ス
に
お
い
て
明
ら
か
に

有
利
を
得
た
艇
は
、抗
議
さ
れ
、ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

を
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
規
則
に
よ
る

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
、
失
格
よ
り
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
。」

ポ
イ
ン
ト

　

落
水
や
転
覆
に
よ
り
艇
か
ら
離
れ
た
乗
員
を

「
危
険
な
状
態
に
あ
る
」
と
判
断
し
て
、
運
営

艇
が
救
助
を
与
え
る
こ
と
は
規
則
41
⒜
に
よ
り

許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
来
の
よ
う
に
そ

の
時
点
で
リ
タ
イ
ア
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。
た

だ
し
、
乗
員
が
救
い
上
げ
ら
れ
た
場
所
の
近
く

で
艇
に
戻
す
の
が
原
則
で
あ
り
、
進
ん
で
い
っ

た
艇
に
届
け
、「
明
ら
か
に
有
利
」
と
見
な
さ

れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
艇
を
抗
議
す
る
こ
と
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

規
則
76
・
１　

艇
ま
た
は
競
技
者
の
排
除

　
　
　
　
　
（
傍
線
部
新
規
）

「
主
催
者
団
体
ま
た
は
レ
ー
ス
委
員
会
は
、
第

一
レ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
前
に
、
そ
の
理
由
を
述

べ
た
場
合
に
限
り
、
規
則
76
・
３
に
従
う
こ
と

を
条
件
に
、
艇
の
参
加
申
し
込
み
を
拒
否
ま
た

は
取
り
消
し
、
ま
た
は
競
技
者
を
排
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
艇
か
ら
の
要
求
が
あ
れ
ば
、
速

や
か
に
書
面
で
そ
の
理
由
を
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
艇
は
、
拒
否
ま
た
は
排
除
が
不
適
切

で
あ
る
と
考
え
た
場
合
に
は
、
救
済
要
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。『
日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟

規
程
５
参
照
』」

ポ
イ
ン
ト

　

こ
の
規
則
が
適
用
さ
れ
る
例
と
し
て
、
大
会

前
に
規
則
69
・
１
⒜
違
反
に
相
当
す
る
よ
う
な

行
為
が
競
技
者
に
あ
っ
た
場
合
な
ど
が
想
定
さ

れ
る
。
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
で
は
、
こ
の
規
則
の
乱
用
を

防
止
す
る
た
め
、『
日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
規

程
５
』に
よ
っ
て
事
前
の
申
請
を
求
め
て
い
る
。

規
則
86
・
１
⒝
競
技
規
則
の
変
更

「
帆
走
指
示
書
で
は
、
そ
の
規
則
を
明
示
し
、

変
更
を
記
載
す
れ
ば
競
技
規
則
を
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、規
則
76・１
、76・２
、

付
則
Ｒ
、
ま
た
は
規
則
86
・
１
⒜
に
記
載
さ
れ

た
規
則
は
変
更
で
き
な
い
。」

ポ
イ
ン
ト

R
R
S
2009

に
あ
っ
た
、
ゾ
ー
ン
の
艇
身
数

を
変
更
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
。
今
後
は
定

義
ゾ
ー
ン
の
３
艇
身
を
、
Ｓ
Ｉ
で
変
更
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。（
付
則
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
で
の
変

更
は
従
来
通
り
。）

規
則
90
・
３　

得
点

「
⒜
レ
ー
ス
委
員
会
は
、帆
走
指
示
書
に
、『
ボ
ー

ナ
ス
得
点
方
式
』
か
、
ま
た
は
別
の
方
式
と
明

記
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、『
低
得
点
方
式
』
を

用
い
る
付
則
Ａ
の
規
定
に
従
っ
て
、
レ
ー
ス
ま

た
は
シ
リ
ー
ズ
の
得
点
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。（
以
下
略
）」

「
⒜
レ
ー
ス
委
員
会
は
、
帆
走
指
示
書
に
別
の

本稿、およびルールブック全般に関するご質問・ご意見があれば、ルール委員会（rule@jsaf.or.jp）までお寄せください。
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裁
量
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
に
対
す
る
得
点
記
録
の
略

語
を
Ｓ
Ｉ
で
規
定
す
る
必
要
は
な
く
な
る
。

付
則
Ｊ　

レ
ー
ス
公
示
と
帆
走
指
示
書

　
　
　
　
　

以
下
の
項
目
が
新
設
さ
れ
て
い
る

の
で
、
レ
ー
ス
公
示
、
帆
走
指
示
書
作
成
の
際

は
注
意
す
る
こ
と
。

Ｊ
１
・
２
(14) 

「
チ
ャ
ー
タ
ー
ま
た
は
借
用
艇
に

対
し
、
規
則
G
3
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
。」

付
則
Ｇ
セ
ー
ル
上
の
識
別　

Ｇ
３
「
チ
ャ
ー

タ
ー
艇
ま
た
は
借
用
艇
」
参
照
。

Ｊ
２
・２ 　

選
択
的
に
Ｓ
Ｉ
に
含
め
る
項
目

(5) 

艇
が
レ
ー
ス
中
2
ヶ
国
以
上
の
水
域
を
通

過
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
各
国
連
盟
規
程
、

お
よ
び
そ
れ
ら
が
い
つ
適
用
さ
れ
る
か
（
規
則

88
・
１
参
照
）。

(12) 

海
上
で
の
口
頭
に
よ
る
帆
走
指
示
書
の
変

更
通
告
手
順
（
規
則
90
・
２
（
c
）
参
照
）。

(29) 

規
則
42
・
３
（
i
）
に
基
づ
く
推
進
方
法

が
許
可
さ
れ
る
場
合
と
条
件
。

(30)  

締
切
時
刻
、
審
問
場
所
、
お
よ
び
抗
議
、

救
済
要
求
ま
た
は
審
問
再
開
の
要
求
に
関
す
る

特
別
な
手
順
。

(32)  

規
則
70
・
５
に
基
づ
く
上
告
の
権
利
の
否

認
。

(33) 

規
則
70
・
３
に
よ
り
必
要
な
場
合
、
上
告

お
よ
び
解
釈
の
要
請
を
送
付
で
き
る
各
国
連

盟
。

方
式
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、『
低
得
点

方
式
』
を
用
い
る
付
則
Ａ
の
規
定
に
従
っ
て
、

レ
ー
ス
ま
た
は
シ
リ
ー
ズ
の
得
点
を
記
録
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
以
下
略
）（
b
）
省
略
」

「
⒞
レ
ー
ス
委
員
会
は
、
自
ら
の
記
録
ま
た
は

観
察
か
ら
、
艇
の
得
点
を
間
違
っ
て
記
録
し
た

と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
間
違
い
を
訂
正
し
、

修
正
さ
れ
た
得
点
記
録
を
競
技
者
が
入
手
で
き

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

ポ
イ
ン
ト

『
ボ
ー
ナ
ス
得
点
方
式
』
は
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
か

ら
削
除
さ
れ
た
。（
規
則
90
・
３
、
Ａ
４
、
Ｋ

13
、
Ｋ
17
）

⒞
項
の
新
設
に
よ
っ
て
、
レ
ー
ス
委
員
会
に
対

す
る
得
点
照
会
（
Ｏ
Ｃ
Ｓ
含
む
）
に
て
、
レ
ー

ス
委
員
会
が
認
め
た
場
合
に
は
、
得
点
を
訂
正

す
る
と
い
う
手
順
が
規
則
化
さ
れ
た
。

付
則
Ａ　

得
点

Ａ
４
・２
、
Ａ
５
、
Ａ
９　
「
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
後

リ
タ
イ
ア
」
か
ら
「
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
後
」
が
削

除
さ
れ
た
。

Ａ
11　
「
Ｒ
Ａ
Ｆ　

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
後
に
リ
タ

イ
ア
し
た
」
削
除
。

Ａ
11　
「
Ｒ
Ｅ
Ｔ　

リ
タ
イ
ア
し
た
」
新
設

Ａ
11　
「
Ｄ
Ｐ
Ｉ　

裁
量
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
課

せ
ら
れ
た
」
新
設

付
則
Ｌ　

帆
走
指
示
書
ガ
イ
ド

　

以
下
の
項
目
の
変
更
・
新
設
は
帆
走
指
示
書

作
成
時
に
注
意
を
要
す
る
。

Ｌ
５
・４「
１
つ
の
レ
ー
ス
ま
た
は
一
連
の
レ
ー

ス
が
間
も
な
く
始
ま
る
こ
と
を
艇
に
注
意
を
喚

起
す
る
た
め
に
、
予
告
信
号
を
発
す
る
最
低
５

分
以
前
に
、
音
響
１
声
と
と
も
に
オ
レ
ン
ジ
色

の
ス
タ
ー
ト
・
ラ
イ
ン
旗
を
掲
揚
す
る
。」

Ｌ
11・２「
ス
タ
ー
ト・ラ
イ
ン
は
、ス
タ
ー
ボ
ー

ド
の
端
に
あ
る
ス
タ
ー
ト
・
マ
ー
ク
上
に
オ
レ

ン
ジ
旗
を
掲
揚
し
て
い
る
ポ
ー
ル
と
、
ポ
ー
ト

の
端
の
ス
タ
ー
ト
・
マ
ー
ク
の
コ
ー
ス
側
の
間

と
す
る
。」

Ｌ
13
・
１
「
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ン
は
、（
中

略
）
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
・
マ
ー
ク
の
コ
ー
ス
側
の

間
と
す
る
。」

Ｌ
11
・
５
「
U
旗
が
準
備
信
号
と
し
て
掲
揚

さ
れ
た
場
合
に
は
、
ス
タ
ー
ト
信
号
前
の
１
分

間
に
、艇
体
、乗
員
ま
た
は
装
備
の
一
部
で
も
、

ス
タ
ー
ト
・
ラ
イ
ン
と
両
端
と
最
初
の
マ
ー
ク

と
で
作
ら
れ
る
三
角
形
に
中
に
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。 

艇
が
こ
の
規
則
に
違
反
し
て
、
特
定

さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
艇
は
審
問
な
し
に
失

格
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
レ
ー
ス
が
再
ス
タ
ー

ト
ま
た
は
再
レ
ー
ス
、
ま
た
は
ス
タ
ー
ト
信
号

前
に
延
期
ま
た
は
中
止
さ
れ
た
場
合
に
は
、
失

格
と
は
さ
れ
な
い
。 

こ
れ
は
規
則
26
を
変
更

し
て
い
る
。」

ポ
イ
ン
ト

従
来
か
ら
レ
ー
ザ
ー
ク
ラ
ス
で
は
こ
の
ス
タ
ー

ト
方
式
が
使
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
帆
走
指
示
を

採
用
す
る
場
合
、
選
手
に
周
知
す
る
た
め
、
単

に
「
Ｕ
旗
を
用
い
る
」
と
記
載
す
る
の
で
は
な

く
、
L
11
・
５
全
文
を
記
載
す
る
こ
と
を
推
奨

す
る
。
さ
ら
に
、
最
初
の
艇
長
会
議
で
説
明
す

る
の
が
望
ま
し
い
。

Ｌ
13
・
２
「
艇
が
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
た
と
き
に

レ
ー
ス
委
員
会
が
い
な
い
場
合
、
そ
の
艇
は

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
時
刻
と
近
く
の
艇
と
の
関
連
順

位
を
、
最
初
の
妥
当
な
機
会
に
レ
ー
ス
委
員
会

に
報
告
す
る
こ
と
。」

ポ
イ
ン
ト

　

外
洋
レ
ー
ス
な
ど
で
、
深
夜
の
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
等
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
想
定
さ
れ
る
場

合
に
、
こ
の
帆
走
指
示
を
使
う
。（
想
定
外
の

レ
ー
ス
委
員
会
の
不
手
際
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と

が
目
的
で
は
な
い
。）
本
項
の
意
図
は
、「
レ
ー

ス
運
営
（
着
順
作
成
）
に
協
力
願
う
」
と
い
う

こ
と
。
原
文
で
はshould

が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
艇
が
報
告
し
な
い
場
合
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を

課
す
こ
と
が
意
図
で
は
な
い
。
艇
長
会
議
等
で

主
旨
説
明
を
含
む
告
知
と
運
用
を
推
奨
す
る
。

Ｌ
16
・
２
「
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
に
対
し
て
、

抗
議
締
切
時
刻
は
そ
の
日
の
最
終
レ
ー
ス
に
最

終
艇
が
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
た
後
、
ま
た
は
レ
ー

ス
委
員
会
が
、
本
日
こ
れ
以
上
レ
ー
ス
を
行
わ

な
い
と
い
う
信
号
を
発
し
た
後
、
ど
ち
ら
か
遅

い
方
か
ら
90
分
と
す
る
。」

Ｌ
21
大
会
広
告
「
艇
は
、
主
催
団
体
か
ら
支
給

さ
れ
た
広
告
を
、
次
の
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」

付
則
Ｐ　

規
則
42
に
対
す
る
特
別
な
処
置

P
５
⒜  

Ｏ
旗
と
Ｒ
旗
「
Ｏ
旗
は
、
ス
タ
ー
ト

信
号
時
に
降
下
す
る
」
が
削
除
さ
れ
た
。

ポ
イ
ン
ト

で
は
、
い
つ
降
下
す
る
の
が
よ
い
か
？　

そ
れ

は
、
コ
ー
ス
変
更
時
の
信
号
（
Ｃ
旗
と
反
復
音

響
）
と
同
様
、「
選
手
に
伝
え
る
こ
と
が
終
了

し
た
と
き
」
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

〈
最
後
に
〉

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
本
稿
で
解
説
し

て
い
な
い
変
更
箇
所
が
多
数
あ
る
の
で
、
皆
さ

ん
自
身
で
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
を
よ
く
読
ん
で
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
英
文
に
変
更
が
な

く
て
も
、
日
本
語
訳
だ
け
変
え
た
と
こ
ろ
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
英
文
の
意
味
を
よ

り
正
確
に
伝
え
、
理
解
し
や
す
い
日
本
語
と
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
よ

り
よ
い
ル
ー
ル
理
解
に
資
す
れ
ば
幸
甚
で
す
。



伝統の小網代カップレース
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第50回小網代カップ優勝艇<Gefion>オーナー
中島ご夫妻

もっと厳しい自然条件の下でレースをやろう

　三浦市小網代湾に艇の係留を始めた外洋ヨットの黎明期の先人たち
が集まって、1955 年に NORC 小網代フリートが結成されてから今
年で 58 年が経過した。
　1960 年前半まで、NORC の公式レースは 10 月の神子元レースを
最終レースとしていた。
  当時の外洋ヨット界をリードしていた NORC 小網代フリートの故
飯島元治氏や故渡辺修治氏などが、公式
レースが終わったあとにも、「もっと厳し
い自然条件の下でレースをやろう」と始
めたのが小網代カップレースだ。
　当初は小網代フリートのクラブレース
だったが、より厳しいレースを志向する
他フリートからの参加艇も増え、毎回、
数十艇の参加艇を集める人気レースと
なった。その後 NORC から関東支部の
公式レースに組み入れたいとの申し入れ
があり、NORC 主催のレースとなった
ものの、始まりのいきさつもあり運営は
ずっと小網代フリートが担当している。

気の抜けない過酷なレース

　1963 年の第 1 回の優勝艇は故飯島元治
氏の 28ft< さがみⅡ >。その後、開催時
期が 11 月の第 4 土曜日に定着し、その
年の NORC 主催の外洋レースの締めく
くりのレースとして、厳しいが本物の外
洋ヨット乗りがチャレンジする定番レー
スとなった。
　現在では大島を時計廻りで回航する
コースで継続される唯一のレースとなっ
たが、典型的な冬型の気圧配置の中、北
東の強風にブローチングしながら大島に
アプローチしたと思うや島影のブラン
ケットで潮の中をのたうち回る、あるいは強烈な大西に南西からの大
波を受け、漆黒の闇の中で島影にサーチライトを当てながらタックを
繰り返し、やっとの思いで千波崎をかわす。それが終わっても赤灯、青
灯の行き交う本線航路を横切り小網代沖のフィニッシュを目指すとい
う気の抜けない過酷なレースとして定評がある。

現在も伝統は受け継がれている

　一方、コミッティは日没頃から小網代湾口にフィニッシュラインを

設置し、日付けの変わる頃から、目を凝らして闇を見つめ、網代崎の
陰から 1 艇また 1 艇と、青灯が現れるたびに無事を確認し、歓声が
上がる。12 年ほど前までは、小網代湾口の南側に大謀網が敷設され
ており、それに捕まらないか祈るような思いで赤灯青灯が正面に見え
るのを待つというコミッティにとっても緊張の場面が続く。現在は一
部の網も撤去され、1988 年から湾口の網代崎灯浮標（通称赤白ブイ）
も設置されたため安心してフィニッシュを待つことができるように
なった。

　特筆すべきは、寒い厳しい戦いを終
えた選手に、ワンカップの熱燗と豚汁を
振る舞ってきたことである。今は豚汁が
おでんに変わったが、現在もその伝統は
受け継がれている。 

あと 100 年間は ･････

　歴代の優勝艇の中には、日本の外洋
レースを支えてきた懐かしい名前、<
コンテッサ >（石原慎太郎氏）、< シレ
ナ >（故大儀見薫氏）、< 飛車角Ⅱ >（故
名和幸夫氏）、< オリンパスⅢ >（故落
合公平氏）、< サンバードⅡ >（山崎達
光氏）などがずらりと並ぶ文字どおり
伝統のレースである。
　優勝カップは直径が 30.5cm の純銀
製のカップであり、円筒形の台座にマ
ウントされた 3 枚の純銀のプレートに
は歴代の優勝艇の名前が刻まれ、1987
年の第 25 回まではオーナーとスキッ
パーの名前が刻まれている。
　昨年の第 50 回記念レースでは艇名を
刻むプレートが満杯となり、リニュー
アルせざるを得なくなった。そこで、3
枚のプレートに刻まれた艇名を 1 枚の
プレートにまとめ、新たなプレート 2
枚を取り付けた。

　1 枚に 50 艇分のスペースがあるので、あと 100 年間は優勝艇の名
前を刻むことができる。また過去の栄光が刻まれたプレートは別に台
座を用意し小網代ヨットクラブのクラブハウス内に飾ることにした。
　過酷な外洋レースを支え発展させてきたオールドソルトの訃報に接
するたびに、その輝かしい勇士の姿が目に浮かぶ。小網代カップレー
ス半世紀の節目に当たり、小網代ヨットクラブではこのレースを先人
の築いた貴重な伝統レースとしてその名に恥じないレース運営を続け
てゆきたい。

本誌前号で既報のとおり、JSAF 外洋三浦小網代フリートは「小網代カッ
プを 50 年の長きにわたり継続させ、外洋セーリング界の発展に寄与した」
ことにより、JSAF から表彰された。その小網代フリートレースの成り
立ちを振り返っていただいた。
レポート/平賀　威（小網代ヨットクラブ	小網代フリート）　

伝統の小網代カップレース

50年間の優勝艇の名前が刻まれているカップのプレート。あと100年は大丈夫です
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　◉　　
 

ウインドサーフィン・ニュース

　日本ウインドサーフィン連盟（WFJ）は、日本セー
リング連盟（JSAF）	の傘下団体として、	2011年
4月からウインドサーフィン競技の発展と、それ
による社会全般への認知拡大を目的に、日本プロ
ウィンドサーファー協会（JPWA）、全日本実業団
ボードセイリング連盟（JCBA）、日本学生ボード
セイリング連盟（JUBF）の各組織を一本化し、約
800余名の会員を擁し、活動を進めてきました。	
　そしてこの度、前述の目的に向けいっそうの活動
推進を計るために、2013年4月から団体の名称
を「日本ウインドサーフィン協会（JWA :ジェイ・

　3月25日から28日まで和歌山セーリングセン
ターでナショナルチーム、ISAF	ユースワールド
RS:X	級日本代表選手、techno293	ユースオリン
ピック強化選手選考会が行われました。
　ナショナルチーム選考ではこれまでは男女とも上
位2名の選手を認定していましたが、リオ五輪に
向け若手選手を含む新チームがオリンピック活動を
開始し、より切磋琢磨できる状況が見込めることか
ら、今回から推薦制度（上限2艇）を設けました。
これにより、当協会強化委員会推薦で男女とも3、
4位の選手についても今年度はナショナルチーム選
手として追加認定することとなりました。
　認定選手及びISAF	ユースワールドRS:X級日
本代表選手男女各１名、TECHNO293	ユースオ

リンピック強化選手男女各１名の選手は以下のとお
りです。

〈2013 年ナショナルチーム〉
・男子
　富澤	慎　　（トヨタ自動車東日本）
　倉持	大也　（東亜学園高校）
　板庇	雄馬　（立命館大学）
　尾川	潤　　（島精機製作所）
・女子
　大西富士子　（ティアーズ）
　小嶺	恵美　	（大垣共立銀行）
　伊勢田	愛　	（琵琶湖マリンセーリングクラブ）
　須長	由季　	（ミキハウス）

〈ISAF ユースワールド RS:X 級日本代表選手〉
男子：川崎	翼	（京田辺シュタイナー学校）
女子：原	百花	（武庫川女子大学附属高等学校）
上記２選手は2013	年7	月11	日から20	日までキプ
ロスで開催される ISAF	ユースワールドにRS:X	
級日本代表として出場することが決まりました。

〈TECHNO293 ユースオリンピック強化選手〉
男子：池田	健星（逗子市立久木中学校）
女子：新嶋	莉奈（横浜国立大学教育人間科学部附
属鎌倉中学校）
上記２選手は2013	年7	月27	日から8	月3	日まで
ポーランドで開催されるTECHNO293	世界選手権
日本代表選手として出場することが決まりました。

ダブリュー・エー）」と改訂します。	
　この改訂によりJWAは従来の日本セーリング連
盟に加え、国際ウインドサーフィン協会（IWA）	に
も直接参画するオフィシャルなナショナルオーソリ
ティーとなります。
　JWAの主な活動として、まずは各団体で独自に
構成していた大会スケジュールを一括で管理、調
整し、加盟会員が公平かつモチベーションを高く参
加できる競技環境を整えることを当面の主軸に置き
ます。
　この活動から、世界に通用するパフォーマンスと

人格を持った選手を輩出することで、ウインドサー
フィンの社会的認知の獲得と、スポーツとしての地
位向上に繋げたいと考えています。
　そして、この活動を「WSFをやってみたい」と
いう人たちの背中を押す普及活動に昇華させること
で、ウインドサーフィン界、さらにはセーリング界
に貢献したいと考えています。		
　どうか今後とも皆様の変わらぬご支援ご鞭撻をい
ただきますようお願い申し上げます。

協会新ホームページ : http://www.jw-a.org/

生駒	大輔/	2012JPWAスラロームランキング3位、ウインドサーフィン歴	14	年、神奈川県出身。	
所属	SEVENSEAS、RRD、MAUISAILS、BREAKER	OUT、BINGE。	photo	by	akihiko.harimoto

〈プロツアー第１戦住吉浜カップ〉
　3月30日～31の日程で行われたスラロー
ム競技のプロツアー第1戦で、昨年度年間ラ
ンキング3位の生駒大輔が優勝しました。

　2位となった浅野則夫は2003年以来同競
技プロツアーで10年以上にわたり1位の座
を堅持してきましたが、本大会で久しぶりに明
け渡すことになりました。

　なお、本年度のスラロームプロツアーは全6
戦を予定しています。
　新たな注目選手の登場で、さらなる熱戦が期
待されます。　



26J-SAILING VOL.100

N O T I C E  B O A R D
ノーティスボード

　ある日、早稲田大学ヨット部関口コーチから、学生た
ちに<早風>遭難の原因、ヨットの安全などについて
話をしてほしいという依頼があった。
　2013年2月11日、三浦市三戸浜海岸の旧早稲田
大学ヨット部合宿所の庭に建つ早風遭難記念碑の前で、
20数名の学生たちに、早風遭難に対する私の考え、外
洋帆走の安全について語った。冬晴れの温かい午後だっ
た。眼前の相模湾はおだやかな冬陽に輝いていた。

　そもそも<早風>は外洋ヨットではなかった。
International	Coast	One	Design　Class（ICクラス）
というクラスボートであり、デイレーサーだった。デイ
レーサーだから、前後のパルピット、ライフライン、エ
ンジン、電源、生活設備など一切なし。水密性もはなは
だ脆弱であった。これで外洋レースにエントリーしたの
である。レース委員会も受け付けたのである。
　当時のNORC（Nippon	Ocean	Racing	Club :い
まのJSAF外洋）は、「ヨットは自己責任」という考え
が過度に蔓延していた。
　レース委員会は、「すべてが艇長責任でありどんなヨッ
トでもいいよ、そのかわり、なにが起こっても自分の責
任だよ」という姿勢を貫いていた。
　その考えは一面正しい。正しいのだけれど、安全性の
最低条件をチェックする義務を怠っていたと言わざるを
得ない。

　いまにして思えば、<早風>は外洋レースに出るべ
きではなかった。出てはいけなかった。OB首脳陣はレー
ス参加を許可してはいけなかった。それが<早風>遭
難の原因であり、すべてだったと言える。
　私の話に聞き入っていた学生たちの中では、嵐の中、
雄々しくも奮闘した<早風>のクルーは「海の戦士で
あり、英雄だった」という考えが、多分支配的であった
と思うが、結果として私の言葉は彼らのそんな考えに水
を差すものとなってしまった。
　痛ましくも悲しい事故であった。これを反面教師とし
て、二度と事故を起こしてはならない。この教訓を生か
すことこそが亡くなったクルーへの唯一のレクイエムな
のである。

　さらに、私は学生たちに次の二つの言葉を伝えた。
《Seaworthines》と《Seamanship》である。
　Seaworthinessとは、その船の耐航性であって、あ
らゆる気象条件・海象条件に耐えられることを指すもの
である。
　艤装、帆装、エンジンと燃料、バッテリーと充電、灯
火、水密性、あらゆる面で時化に耐えられることを言う。
船そのものの基本設計と建造、さらに整備状況はその船
の安全性を大きく左右するものである。Seaworthyな
船であることが安全への唯一の寄る辺なのである。
　Seamanshipはセーラーにとって古くて新しい永遠

のテーマである。Seamansipとは、スポーツマンシッ
プでもフェアプレーでもないセーラーとしての技術と知
識なのである。
　どんな状況下でも船を安全に確実に航行させるための
技術であり知識なのだ。何度も、何度も海に出て、怖い
目に遭いながら艇長の判断、指示に従って学習する。そ
の経験の積み重ねが少しずつSeamanshipを形成して
ゆくのだ。
　Seamanshipを身につけるためには、ロープワーク
から始まって、気象、航海術、エンジン、電気……船に
かかわるすべてについて学ばなければならない。
　いつの日か自分が艇長として海に出たときに、その経
験から得た技術と知識が船とクルーの生命を守ることに
なるのだ。

　ヨットの安全は、万全なSeaworthinessと高度な
Seamannshipの両方がそろってはじめて確保できる。

　ディンギーセーラー諸君！
　君たちはいま海の片隅でセーリングの基礎を学び習得
しているのだ。長いセーリング人生のほんの入り口に位
置しているに過ぎない。
　しかし、これが大事なのだ。はじめはディンギーを自
在に操ること、レースに勝つこと、これが帆走の基本で
あり、Seamanshipの礎になるのだ。

ディンギーセーラー諸君へ
「冬晴れの午後」

早稲田大学のヨット< 早風 >（全長 33.4フィート）が6人のクルーとともに行方不明（その後 2人の遺体を発見）
になったのが 1962 年11月。すでに50年が経過し、当時の様子を知る者も少なくなってしまった。
　レポート/武村洋一

　1978年、10カ国48艇が参加して開催されたクォー
タートン世界選手権大会の記憶を後世に残すために制作
された「Q-Ton	World	記念カップ」の第3回（2012年）
受賞艇に、JSAF外洋湘南所属・葉山マリーナヨットク
ラブ<EVERYTHING	EVERYTHING>（エブリシン
グ	エブリシング）が選出されました。
　3月23日、同大会の運営委員長をつとめた石原裕
次郎氏ゆかりの葉山町森戸にてカップ授与式が行
われました。
　このカップは大会30周年を記念して開かれた「記念
祭り」の余剰金と祭り実行委員会有志の寄付によっ
て制作され、併せて同カップ贈呈委員会（委員長：山
﨑達光〔当時：大会レース委員長・現：JSAF名誉会長〕）
が発足、本年も所定の贈呈規定に基づき第3回受賞艇
が選出されるに至りました。
　カップ 贈呈規定には「スタートもしくはフィニッ
シュが相模湾の外洋レースにおいて“当該年度に最も
勇敢で優秀な成績を収めたJSAF登録艇（あるいはオー

ナー）”の中から贈呈委員会が選考して贈呈される」と
記されています。

「受賞者のコメント」

　20年以上前、艇の上で田中良三さんや吉川誠一さん
といったセーリングの大先輩たちから、1978年のQ
トンワールドの話はよく聞いていました。とんでもない
レースやったと。その話を憧れのように聞いていたのが、
現オーナーの安田大助や森田武志です。
　その後、ご縁があり相模湾に艇を浮かべることができ
ました。あこがれの大島、神子元島、三宅島を舞台にレー
スができることだけでわくわくしていたのです。
　大変な逸話のある本カップを今回受賞させていただい
たことは、われわれにとって大変な、まさに望外の喜び
となりました。これからも本カップ受賞の喜びを糧に苦
しい楽しいセーリングを継続していきたいと思います。
ありがとうございました。（岩村康次）

「Q-Ton World 記念カップ」授与式開催
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　2013年2月2日～3日の2日間、外洋艇レース
の主催にかかわる委員会の合同主催で、全国の加盟団
体および特別加盟団体を交えての会議が行われた。　
　2010年度に開催されて以来3回目となる本会議
は、宜野湾（沖縄県）にて開催された。加盟団体15（外
洋13・県連2）、特別加盟団体7、全出席者数59名
にて実施された。

　本会議の目的は、外洋艇レースを開催するにあたっ
て「レース基本部分の標準化」を図り、結果として「公
平感のある円滑なレース運営」を目指すことにある。
したがって、レース主催にかかわる規則を管理してい
るルール委員会、レース委員会、外洋計測委員会、外
洋安全委員会の話が会議の中心となり、委員会ごとに
各種規則や規定の変更内容や運用上のポイントなどの
説明がなされ、質疑に応えるといった形で進められた。
　一方、レースへの参加に必要な会員登録や艇登録と
いった基本部分にかかわる内容は外洋総務委員会か
ら、ISAFの動向を含めた国際情報は国際委員会から、
普及にかかわる情報はキールボート強化委員会から
と、提供される情報は多岐にわたった。

　委員会の発表の場を合同で開催する理由は、加盟団
体からは少なくとも1名が出席すればレース開催に
必要な情報をすべて得られるワンストップサービスに
することにより、加盟団体の負担を軽減し出席団体を
増やし、すべての会員に情報が伝わることが一番にあ
る。出席者は会議で得た情報を加盟団体会員に適切に
告知し、各地で実施されるレースが主催者も参加者も
納得できるものになることが望まれる。
　今年度はRRSおよびERSの改訂年にあたり、レー
スオフィサー（レース委員会）、メジャラー（外洋計
測委員会）、ジャッジ（ルール委員会）などの各種講
習会は本会議の日程に合わせ2月1日～2日に開催
された。これらの講習会には地元沖縄の会員に加え他
地域からも参加者が見られるなど盛況で、外洋合同委
員会と併せ厚みのある事業となった。
　地元沖縄のセーラーや河野会長を交えた懇親会にお
いて、次回2013年度（日程は2014年2月）の開
催地は加盟団体外洋津軽海峡が主管して北海道で開催
されることが決定された。
（文責：大坪明／外洋系委員会・全国合同会議2012
年度幹事、外洋安全委員会委員長）

　視覚障害者と晴眼者のセーラーが集う「2013	IFDS
ブラインドセーリング世界選手権」（主催：シーボニアヨッ
トクラブ）が、5月24日～6月1日、シーボニアマリーナ（神
奈川県三浦市）を拠点に、日本で初めて開催されます。
　2月末の情報では、	6カ国19チームがエントリーをし
ています。その顔触れは下記のとおり。

●アメリカ
・マサチューセッツ（B1、B3）
・テキサス（B3）
●カナダ	（B1、B2、B3）
●ニュージーランド（B1、B2、B3）
●イギリス	（B1、B2、B3）
●オーストラリア（B1）
●日本	（B1、B2、B3			各２チーム）
※B1（全盲）、B2（光覚手動）、B3（弱視）

　日本からは昨年の全日本選手権の各クラス優勝の3
チ ー ム（makamaka、kiki、Pineapple	Princess）
に加えて主催国枠の3チーム（うみまる、アルバトロス、
エオリア）の6チームが参加します。

　なお、現在、本大会の実行委員会では、レースの運営
費を捻出するために寄付を募っています。
　個人の寄付は1万円から受け付けています。寄付をさ
れた方には、大会Ｔシャツとステッカー（写真参照）が
提供され、名前が硬式プログラムに掲載されます。企
業・団体の場合は一口５万円です。
　寄付の方法などの詳細は下記をご覧ください。
http://www.jbsa.jp/archives/954
〈大会サイト〉
http://2013blindworldsyc.com/

外洋全国合同委員会 2012 

ブラインド世界選手権 6カ国19チームがエントリー

www.wattsmarine.jp 

www.quantum-jpn.com
info@quantum-jpn.com

（株）セイルス・バイ・ワッツ・ジャパン 
本社ロフト

 〒238-0233  神奈川県三浦市向ヶ崎町 8-40 
電話：046-882-5451  fax：046-882-4319 

関西営業所：（新西宮 YH） 
〒 662-0934 兵庫県西宮市西宮浜 4-14-3
電話：0798-23-6410  fax：0798-23-6420
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100号という節目の号を迎えることができまし
た。スポンサー各社、JSAF各位のご支援はもと
より、広報委員会ならびに協力外部スタッフの
皆さんに、この場を借りて厚く謝意を伝えさせて
いただきます。限られた資産のなかでここまで来
れたこと、皆様の深いご理解とご協力に改めて
御礼申し上げます。思い起こせば、JSAFの某
参与から「たまには食事にいこう」と誘われて、

3月に行われたＪＹＭＡ選抜大学対抗マッチレースに参
加した12大学の学生セーラーたち。「悔いの残る戦い
を！」と逆説的な励ましを受けて、慣れないキールボート、
複雑なマッチレースルールに翻弄されながらも、熱い戦
いを繰り広げた。（写真・平井淳一）

　巴工業　山本光学　ラジエ工業　㈱ジェイ・ウィル・パートナーズ　医療法人健育会　　
中村興業㈲　㈱TESホールディングス　㈱ヘルスケアシステムズ　アビームコンサルティング㈱

ロンドン募金 寄付・協賛社

JFEホールディングス㈱　ヤンマー㈱　　　㈱トーヨーアサノ　㈱ノエビア・ホールディングス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　テクノヒル　㈱　　

環境キャンペーン・協賛社 外洋キャンペーン・協賛社

www.jsaf.or.jp

メッセージ

広報委員会　J-SAILING編集人　柳澤康信

平成24年度賛助会員

ハイ・ファースト産業（株）

東京夢の島マリーナ
スバル興業（株）

NO.100

株式会社宅配

ＮＰＯ法人福岡セーリング協会

マリンサービス児嶋

（株）グロリアツアーズ

素直に神楽坂に行ったのが仇となり……奥ま
った座敷で編集長を強要され、抗う術もなく振
返れば既に10余年。編集担当という定点から4
回のオリンピックをはじめ、組織が変革していく
過程に関与できたこと、得難い経験をさせていた
だきました。世相にあわせJ-SAILINGも変革を
求められています。次の100号に向け、皆様からの
ご支援ご鞭撻を引き続きお願い申し上げます。
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